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 変更理由

稲敷市

　建　物　概　要

　構　　造 　S造

　階　　数 　地上2階

　延床面積 829.78㎡

　改修内容 防水工事、外壁塗装

単位2 規格3 数量3 単位3

　建築工事 1.0 式

内　　　　容 規格1 数量1 単位1 規格2 数量2

請負(委託)  変更工事価格

決  定  額

　工　事　概　要

又は工事雑費

消 費 税 相 当 額
 請負比率

価    格 (小数第７位切り捨て６位止め)

測量試験費  変更積算工事価格

に付する額
請負比率:

起工(前回変更)時の請負決定額

工事(業務) 起工(前回変更)時の積算額

起  工  額
 変更請負に付する業務価格

＝変更積算工事価格×請負比率 

請負(委託)

又は

受 託 者

費    目 起　　工 第１回変更

工 期 又 は

履 行 期 間 　契約締結の翌日から45日間

請 負 人

工 事 場 所
稲敷市佐原下手1-1

又 は 履 行 場 所

施 工 方 法 請負 原契約年月日 令和 年 月 日

執 行 年 度 令 和 6 年 度

工 事 番 号
令和６年度稲敷市立あずま東小学校玄関屋根上雨漏り修繕工事

委　託  名 起工 設計書

設計者

工事請負　概要書
副市長 行政経営部長 部 長 企画監 課長 課長補佐 係長 審査 係員



令和６年度稲敷市立あずま東小学校玄関屋根上雨漏り修繕工事

本工事内訳書



令和６年度稲敷市立あずま東小学校玄関屋根上雨漏り修繕工事

【直接工事費】

直接工事費 計

【間接費】

共通仮設費

共通仮設費 積上

現場管理費

一般管理費

間接費．計

工事価格

消費税相当額 10%

工事費

本　工　事　費　内　訳　書　

番号 名　　　　　　称 品　質　・　規　格 数　量 単位 単　価 金　　　額 備　　　　　考

A-.2



共通仮設費 積み上げ

A型バリケード

仮囲い 在置期間　2ｹ月 20.0 ｍ

共通仮設費(積み上げ)

小　　　　計

本　工　事　費　内　訳　書　

番号 名　　　　　　称 品　質　・　規　格 数　量 単位 単　価 金　　　額 備　　　　　考

A-.3



直接工事費

Ⅰ 建築工事 1.0 式

直接改修工事費

小　　　　計

本　工　事　費　内　訳　書　

番号 名　　　　　　称 品　質　・　規　格 数　量 単位 単　価 金　　　額 備　　　　　考

A-.4



Ⅰ 建築工事

A 改修工事 1.0 式

建築工事費

合　　　　計

本　工　事　費　内　訳　書　

番号 名　　　　　　称 品　質　・　規　格 数　量 単位 単　価 金　　　額 備　　　　　考

A-.5



A 改修工事

1 直接仮設工事 1.0 式

2 防水工事 1.0 式

3 塗装工事 1.0 式

4 撤去解体工事 1.0 式

5 発生材処分工事 1.0 式

改修工事

計

本　工　事　費　内　訳　書　

番号 名　　　　　　称 品　質　・　規　格 数　量 単位 単　価 金　　　額 備　　　　　考

A-.6



1 直接仮設工事

清掃片付け 外部改修部 15.1 ｍ2

外部足場 運搬費共 114.0 ｍ2

昇降足場 運搬費共 16.2 ｍ2

防塵ネット 運搬費共 131.0 ｍ2

養生 外部 15.1 ｍ2

直接仮設工事

小　　　　　計

本　工　事　費　内　訳　書　

番号 名　　　　　　称 品　質　・　規　格 数　量 単位 単　価 金　　　額 備　　　　　考

A-.7



2 防水工事

外部改修部

軒天外壁取合い目地　シーリング増し打ち 変成ｼﾘｺｰﾝ系(MS-2)　20*10 25.0 ｍ

外壁ALC縦目地　シール増し打ち 変成ｼﾘｺｰﾝ系(MS-2)　20*10 100.0 ｍ

外壁ALC横目地　シール増し打ち 変成ｼﾘｺｰﾝ系(MS-2)　20*10 21.0 ｍ

外壁玄関屋根取合い目地　シール撤去打ち換え 変成ｼﾘｺｰﾝ系(MS-2)　40*20 21.0 ｍ

サッシ廻り目地　シール増し打ち 変成ｼﾘｺｰﾝ系(MS-2)　20*10 29.0 ｍ

サッシ水切り目地　シール撤去打ち換え 変成ｼﾘｺｰﾝ系(MS-2)　15*10 6.0 ｍ

防水工事

小　　計

本　工　事　費　内　訳　書　

番号 名　　　　　　称 品　質　・　規　格 数　量 単位 単　価 金　　　額 備　　　　　考

A-.8



3 塗装工事

高圧水洗浄 80.0 ｍ2

防水形複層塗材E C-1共 80.0 ｍ2

塗装工事

小　　　計

本　工　事　費　内　訳　書　

番号 名　　　　　　称 品　質　・　規　格 数　量 単位 単　価 金　　　額 備　　　　　考

A-.9



4 撤去解体工事

既存シーリング撤去 27.0 ｍ

撤去解体工事

小　　　　計

本　工　事　費　内　訳　書　

番号 名　　　　　　称 品　質　・　規　格 数　量 単位 単　価 金　　　額 備　　　　　考

A-.10



5 発生材処分費

［1］ 運搬

廃プラスチック類 2ｔダンプ 1.0 台

［2］ 処分

廃プラスチック類 0.01 t

発生材処分費

小　　　　計

本　工　事　費　内　訳　書　

番号 名　　　　　　称 品　質　・　規　格 数　量 単位 単　価 金　　　額 備　　　　　考

A-.11



□鉄筋工事　 （ 鉄筋施工）

□鉄骨工事　 （ □鉄工　 □とび）
□ブロック・ Ａ Ｌ Ｃパネル・ Ｐ Ｃ カーテンウォール工事　

（ □ブロック建築　 □ＡＬ Ｃパネル施工　 □カーテンウォール施工）

□防水工事　 （ 防水施工）

□石工事　 　 　 （ 石材施工）
□タイル工事　 （ タイル張り）
□木工事　 　 　 （ 建築大工）

□屋根及び樋工事　 （ □建築板金　 □スレート 施工）

□金属工事　 （ 内装仕上げ施工（ 鋼製下地） ）
□左官工事　 （ 左官）

□建具工事　 （ □サッ シ施工　 □ガラス施工）

□塗装工事　 （ 塗装）

□内装工事　 （ 内装仕上げ施工（ 床・ 天井仕上げ共） ）

□コンクリート 工事（ □左官　 □型枠施工　 □コンクリート 圧送施工）

※全て

※全て

※全て
※全て

※全て

※全て

※全て
※全て
※全て

※全て

※全て
※全て

※全て

※全て

※全て

※全て□植裁工事　 （ 造園）

内　 　 容

添付書類  月間工程表

 日誌､天候､工程進度､材料搬入状況､状況図打合せ記録､工事状況写真

□

※ カラー写真

※ 市販工事写真帳フアイル

□ フリーアルバム

□デジタル写真

分類 規格
□ サービス版

□ キャビネ版

※ Ａ ４ 版

□ □

    カ所

撮影カ所 部数

□ １  部

□ ２  部

□

※ カラー写真

※ 市販工事写真帳フアイル
□ フリーアルバム □

□デジタル写真

部数

□ １  部
□ ２  部

□    部

撮影カ所

    カ所

カ所

規格

□ サービス版

□ キャビネ版

※ Ａ ４ 版

※ 全紙パネル

分類

適用工事種別 作業の種別

※完成図書

※ 市販フアイル

書類名 内容

□ 金文字入り黒表紙
□ CADデータ （ ﾌﾛｯﾋ゚ ･ーMO･CD等）

□ 二つ折り製本（ 黒文字入り）

□ 市販フャイル

※施工図 □ 金文字入り 黒表紙
□ 二つ折り製本（ 黒文字入り）

□ 市販フアイル

※保守管理案内書 ※(使用者が容易に理解できる内容とする)

※材料検収簿

 ※主要資材 ※ 市販フアイル

□

※工事保証書 ※ 市販フアイル

□ 

□ 

※工事日報 ※ 市販フアイル

□ 

規格

※ A3 版

※ A3 版

□ 　  版

※ A3 版
※ A1 版

□ 　  版

※ 1 部

□　  部

※ 2 部
※ 1 部

□   部

※ 2 部

※ 1 部
※ 1 部

部数

※ A4 版
□   部

※ 1 部※ A4 版

□ 　  版 □　  部

※ 1 部
□ 　  版 □　  部

※ 1 部※ A4 版

□ 　  版 □　  部

※ A4 版

□２ ｍ以下

□２ ｍを越える

厚さ（ ㎜）

※１ ２ ０ 　 　 　 □

※１ ５ ０ 　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 ）

□間仕切壁パネル

□屋根パネル

□床パネル

種類

（ Ｎ／㎡）

厚さ

（ ㎜）  (㎜）

長さ 耐火性能

（ 時間）
□

□

□

□

□

□

□
□

□

□

□

□

□

□

□
□

取り付け工法種別

※Ａ 種　 　 □（ 　 　 ） 種

□（ 　 　 ） 種

□

□

□外壁パネル

種類 表面形状

□デザインパネル

□タイルベースパネル
※フラット パネル

□デザインパネル

□タイルベースパネル □６ ０  □

□３ ５  □５ ０  □
□６ ０  □２ ５

□５ ０  □

□３ ５  □５ ０  □

厚さ（ ㎜）

□Ａ 種

□Ｂ種

□Ｂ種

□Ｃ種

□（ Ａ ）

□（ Ｂ）

□（ Ａ ）

□（ Ｂ）

□外壁パネル

□間仕切壁パネル

 耐火構造指定(Ａ)

 防火構造指定(Ｂ)工法

取付

単位荷重

※フラット パネル

塀の高さ

施工箇所種別

Ⅰ． 工事概要
別紙設計図面による。

Ⅱ． 建築工事（ 建築） 仕様
共通仕様

　 　 標準仕様書（ 建築工事編） 様書（ 最新版） 」 　 （ 以下「 標準仕様書」 という ） による。
１ ） 図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「 公共建築工事

１ )  本書は「 標準仕様書」 に優先し、 本書に明記のない事項は「 標準仕様書」 による。 ただし、 本書および

２ )  各工事で記載のある□印は■印となったものを適用する。 ■印が必要な箇所で、 ■印が無く ※印がある

３ )  各工事等右欄に記載の［ 　 　 ］ 内の表示は、 「 標準仕様書」 の当該項目、 当該図又は当該表を示す。
  　 場合はこれを適用する。 また、 ※印と■印がついた場合は、 ■印を適用する。

   「 標準仕様書」 のう ち本工事に関係ない事項は除く 。 本書中Ｊ Ａ ＳＳとは建築工事標準仕様書・ 同解説
 　 （ 建築学会） を示す。

４ )  製造所、 製品及び施工法について特記のある場合は、 特記又は同等以上とし、 同等以上を適用する場合
　 　 は監理員（ 監督職員をいう ） の承諾を受ける。
５ )  標準仕様書ならびに本書に明示のない特別な材料工法等については、 当該製品の指定工法とする。

 １ ． 優先順位

 ２ .  特別な工法

 ３ .  疑義

※設計図書の優先順位は次のとおりとする：
① 現場説明事項及び質疑応答書（ 追記事項も含む）
② 本特記仕様書
③ 設計図
④ 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書（ 建築工事編）

⑤

［ 1. 1. 1］

(最新版)

工法によること。 但し責任施工とする
※標準仕様書に記載されていない特別な工法は監理員の承認を受けて当該製品の

※１ )設計図の内容に相違のある場合, 又は明記のない場合, あるいは疑義を感じた、
場合は、 入札（ 見積書提出） 前に必ず文書をもって指示を求めるものとし、
契約締結後て発見されたものは全て請負者の責任において監理員の指示により
施工する

全て前項に準じ監理員の指示により施工する
※２ )工事上必要欠く 事のできないもので、 明らかに記載漏れと認められるものは、

を受ける （ 電気・ 設備工事との取合い等）

 ４ .  設計変更

 ６ .  仕様機器

 ９ .  事故発生時

※１ )各工事の着工に先立ち、 各施工図の基準となる総合図を作成し、 監理員の確認

※４ )総合図は必要に応じて監理員の指示により、 天井伏図、 天井内取り合図、 展開
図、 詳細図等で調整する

※軽微なものを除く 設計変更は見積書を提出し確認を得てから着工する。 その場合

請負率を掛けるものとする
の見積書の単価は工事請負契約約款による。 また、 設計見積書単価による場合は、

※「 標準仕様書」 に記載されている通り本工事に関連する別途工事がある場合、
施工者は その施工に協力し、 円満な工事進捗が行えるよう 調整する

□　 (

示された条件に適合することを確認した後、 監理員に承諾を受ける
※主要仕様機器･材料･製品及びこれらの製造者については、 あらかじめ設計図書に

※１ )設計図書に指定された材料及び製品は, 指定された中から選定し使用する
但し指定された中から選定できない場合、 又は、 特記に｢または同等品以上…」

を証明する資料を付した文章を提出し、 確認を受けて使用することが出来る
と記載のある場合は､その理由並びに代用品が指定品と同等品以上であること

※２ )指定された業者及び工法についても同様とする
※３ )「 評価名簿による」 と特記されたものについては、 国土交通省大臣官房官庁

営繕部監修「 建築材料・ 設備機材等品質性能評価事業　 建築材料等評価名簿

場合は上記の方法により監理員の承諾を受ける
（ 最新版） によるほか、 これと同等のものとする。 ただし、 同等のものとする

監督員に提出し、 その確認をもって、 品質・ 性能の確認があったものとする
また、 同上評価事業の評価を受けたものを使用する場合は、 評価書の写しを

の確認を受ける
※請負者はあらかじめ専門（ 協力） 業者及び機材製造者のリスト を提出し、 監理員 ８ .  専門(協力)

   　 　 　 　 の届出
   業者機材製造者

           の報告

 10.  諸官庁への
 　 　 　 　 　 　 手続

記録写真を添付した報告書を提出する
※事故が発生した場合はすみやかに適切な処置をとり、 監理員に連絡する。 また、

［ 1. 1. 3］

上請負者にて遅滞なく 行い、 これに要する費用は請負者の負担とする
※確認申請を除く 工事の施工に必要な官公庁への手続きは、 全て監理員と打合せの

 11.  施工図等の
 　 　 　 　 　 　 取扱

※監理員の確認を必要とする施工図等、 施工者が監理員に提出したときは、 監理員
はこれに受領印を押印して返却するものとする。 なお受領後１ 週間以内に、
監理員が書面をもって異議の申し立てを行なわない場合は、 提出した施工図等は
監理員によって確認されたものとし、 施工者はその施工図等に基づいて施工する

事業者の情報などを全て盛り込んだ図面とし、 それらの接点の細部調整を行う
※２ )総合図は縮尺１ ／５ ０ の平面詳細図に、 建築・ 電気・ 機械・ その他別途発注工

※３ )総合図の調整は、 建築工事担当の請負者が行い、 電気・ 機械工事、 その他の
　 　  担当者がそれに協力する

 12.  総合図での
             調整

※ 適用する： （ 下記） 　  　 　 　 □ 適用しない　 　 　   　

 13.  施工計画書等 ※１ )施工計画書：

※２ )施工要領書、 製作要領書：
請負者は施工計画書の方針に基づいて要領書を作成して監理員の確認を受ける

※３ )施工品質管理計画書：

施工計画書には工事概要、 施工条件、 施工方法の概要、 日程工程、 仮設計画、

適用した具体的な内容を盛り込んで作成して監理員の確認を受ける
安全計画、 その他工事との関連必要事項などを含み、 本工事の固定の条件に

［ 1. 2. 2］

　 監理員の確認を受ける。
ア．  請負者は当該工事に関する品質管理を具体的に定めた計画書を作成して、

イ．  施工品質管理計画書には、 本工事の固定の条件に適用し、 下記の内容を含
　 むものとする

　 管理限界を外れた場合の処置を盛り込んだものとする
① 施工中の品質管理を示し、 管理項目、 管理水準、 管理分担、 管理方法、

② 施工完了時の検査について計画し、 検査項目、 方法、 検査体制などを
　 具体的に載する

※４ )その他：

監理員と協議により省略する事ができる
施工計画書、 施工要領書及び施工品質管理計画書の必要性の少ないものは、

 14.  発生材の処理 ※１ )請負者は、 発生材について「 建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」
（ 以下、 建設リサイクル法） 及び関連法令に従い、 適切に処理する。 また、
発注者への書面による報告、 行政への報告書提出等は滞りなく 実施する

［ 1. 3. 8］

□
□

（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

※４ )特別管理産業廃棄物の有無、 及び処理方法は下記による：

□
□

有
無

届出書の内容に変更が生じる場合は、 変更届出書作成に協力する
※２ )請負者は工事施工中、 発注者が「 建設リサイクル法」 により事前提出した

※３ )発生材のう ち、 「 建設リサイクル法」 に定められた「 特定建設資材」 以外の
場所において再利用を図るもの、 及び再生資源化を図るものは下記による；

関連工事は下記による；

（ 　 処理方法： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　  　 ）

※ 適用する　 　 　 □ 適用しない　    　 ［ 1. 1. 4］

 18.  技能士

 15.  工事実績ﾃ゙ ﾀー
　 　  の作成、 登録

 16.  騒音振動の
             防止

           技術者
 17.  電気保

※ 低騒音型、 低振動型建設機械指定要項に基づき、 指定された建築機械を使用する

□ 適用する　 　 　 ※ 適用しない　    　 ［ 1. 3. 3］

［ 1. 5. 2］

 17.  電気保安

 19.  工事に含ま
　     　  ない費用

※１ )敷地の確保に要する費用
※２ )予測出来なかった大規模地下埋設物の撤去に要する費用

ものは請負者の負担とする
※３ )本設用の電気・ ガス・ 上下水道の引込費用及び負担金。 ただし、 工事用の

負担とする
※４ )工事目的物に含まれる諸設備の基本料金。 ただし、 工事用のものは請負者の

ものは請負者の負担とする
※５ )近隣との紛争解決に要する費用。 ただし、 工法及び工事施工に起因する

※６ )近隣に対するテレビ電波障害の処理に要する費用
※７ )登記に要する費用
  ８ ）

※   工事経過報告書（ 毎月１ 回） を、 監理員の内容確認後に下記により提出する： 20.  工事記録報告
※１ )提出時期：
※ 毎月１ 回　 　 　 　 　 □ 監理員の指示
※２ )報告書の内容：

※１ )撮り方は、 国土交通省大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書による
※２ )工事写真は、 着工前・ 工事中・ 完成時のものとする
※３ )下記のものを監理員に提出する：

※ 補助事業の場合の部数は、 監理員の指示による

 21.  工事写真

※ 下記のものを監理員に提出する： 22.  完成写真

ムにして提出する。 マイクロフイルムは３ ５ ㎜とし， Ａ６ 版フイルムジャケット に収納
※建物完成後、 契約書、 実施工程表、 竣工図等監理員の提示したものをマイクロフイル

          フィ ルム
 23.  マイクロム

□ ①補助事業の場合の部数は、 監理員の指示による

※ 下記のものを監理員に提出する： ［ 1. 7. 1～3］ 24.  完成図書等

□ 現状平均地盤高　 （ 　 　 　 　 　 　 　 ㎜）
 25.  設計ＧＬ ※図示による  

 26.  地質調査結果 ※図示による　 　 　 □貸与する　 　 　

※事務所の設置位置：
※敷地内　 　 　 　 　 　 　 　  □ 敷地外（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

 １ .  請負者仮設
       現場事務所

 ２ .  監理事務所 □ 設置する（ 規模： 　                                             　 ） ［ 2. 3. 1］

□ 雨具（ 　 　 　 ） 組
□ 防寒具（ 　 　 　 ） 組
□ 衣類ロッカー（ 　 　 　 ） 組

□ ヘルメット （ 　 　 　 ） 組
□ 安全帯（ 　 　 　 ） 組

□ フアックス付専用電話

□ 机・ 椅子（ 　 　 　 ） 組
□書棚（ 　 　 　 ） 組
□ 白板（ 　 　 　 ） 組
□ パソコン、 レーザープリンター及びＭＯ
□ インターネット の接続

 ３ ． 監理事務所の ※ 備品等の設置は下記による：
             備品等

□ 設置する： 規模は（ 　 　 　 　 　 　 ） 人程度の会議が可能な部屋とする
□ 設置しない

固定物

 ４ .  共用打合せ室

 ５ .  工事用水

 ６ .  工事用電力
　 　 　 　 　 　 　 　      　 □ 利用できない

　 　 　 　 　 　 　 　      　 □ 利用できない

 ７ .  ベンチマーク ※ 設置方法は下記により行い、 監理員の承諾を受ける：
□ コンクリート 杭
□

         測量調査 ※ 敷地の状況により監理員から中止の指示がない限り、 敷地及び敷地周辺の高低、 形状、
 地下埋設物（ 構築物、 埋設管等） を調査の上、 現況測量図を作成する

※ 工事現場の適切な場所に、 工事名称、 発注者、 設計監理者等を示す表示板を設ける。
 表示板の仕様については監理員と協議の上、 決定する

 ９ .  工事看板

 ８ .  敷地現況

 １ .  根 切　 り

※ 根切完了後、 深さ、 大きさ、 床さらいの状態について、 係員の承認を
 得るものとする。
□　 特殊工法
□  樹木　 　 □  移植   □  伐切 　  □  その他

 ２ .  敷 地 整 理

※ 埋戻し土　 　 □　 根切土使用　 　 □ 　 その他（
※ 盛土　 □  無　 　 　 □　  有

 ３ .  埋戻し、 盛土

□  場外搬出
□  場内推積　 　 　 □  場内敷均し

 ４ .  残 土 処 分

□  その他（                                               )

( 0-40) ５ .  砂利地業

　                □  厚　 さ： 120、 100mm

※ 地業の種類  　   □  割り石　 　 □  砂　 　 □  砂 利　 　 □  砕石
  　 　 　   　 　 　  　 □  その他（

 ６ .  ポリエチレン
      フィ ルム敷き

□  不要　 　 □  必要　 厚さ0. 15mm

［ 8. 2. 2］

［ 8. 2. 4］

［ 8. 3. 2］

 施工計画図を提出し、 監督員の承認を得るものとする。

　 　 　 　 　 　 性能

 １ .  一般事項

　 　 　 　 ﾌ゙ ﾛｯｸ工事

□１ . １ 材料 ※１ )ブロックの種類： 　 □Ａ種　 　 　 □Ｂ種　 　 　 ※Ｃ種
※２ )種別：

 １ . ２  鉄筋の加工
   .  組立

□１ )補強筋の位置・ 形状： 　 ※図示による　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
□２ ） まぐさの配筋：

※①大きさ： 　 巾： ブロック厚さと同じ、 高さ： １ ９ ０ ㎜
※②配筋　 ： 　 主筋２ －Ｄ１ ３ 及びスターラップＤ１ ０ －＠１ ５ ０

□３ ） 各部の配筋： 　 □「 標準仕様書」 ８ . ２ . ５ による　 　 　 □図示による

［ 8. 2. 5］

 ２ .  コンクリート
　 　  ブロック帳壁
　 　  　 　 　 及び塀

※「 標準仕様書」 ８ . ３ . ２ による　 　 　  □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
□２ ） 塀の高さによるブロック厚さ：

※②写真の撮影業者は、 監理員の承諾を受ける。 （ 建築完成写真撮影の実績者とする）

※ 工事着手前に根切方法、 山留工法、 排水方法、 使用機器等を記した、

 １ . 補強ｺﾝｸﾘ ﾄー

※３ ） 構造用コンクリート 設計基準強度： ※２ １ Ｎ/㎜２　  □（ 　 　 　 ） Ｎ/㎜２  

 ３ .  Ａ Ｌ Ｃパネル

□１ ） ブロックの種類及び厚さ： 　

［ 8. 3. 3］

［ 8. 4. 2～8. 4. 6］ ［ 表8. 4. 3］ ［ 表8. 4. 4］

［ 8. 4. 4］

※２ ） シーリング工事

 ２ .  アスファルト

□２ . １ 材料
              防水 □１ ） 種別：

□ ３ . １ 材料及び
      パネル工法

□ ３ .  ２ パネル
         の施工

※１ )パネルの短辺小口相互の接続部の目地は、 １ ０ ㎜以上とする

 　 （ ２ ０ ×１ ０ ㎜以上） 充填する
 　 目地はパネルの建込み時にロックウールを挟み込み、 シーリング

□３ . ３ パネルの
　 　  接合部処理

［ 8. 4. 5］

 ４ .  押出成形
        セメント 板

□４ . １ 材料及び
 　 パネルの工法

［ 8. 5. 2］
［ 8. 5. 4～8. 5. 5］ ［ 表8. 5. 1］ ［ 表8. 5. 2］

□５ ） 外壁パネルの出隅及び入隅部の目地幅（ 伸縮調整目地） ：
※１ ５ ㎜　 　 　 □（ 　 　 ） ㎜

□６ ） 間仕切壁の開口補強：
［ 8. 5. 6］

［ 8. 5. 4］

※１ )防水工事

※「 標準仕様書」 表８ . ５ . ３ の開口の限度を超える場合は図示による

□４ ） 耐火構造以外の目地及び隙間の処理：

□３ ） 各部の配筋： 　 ※「 標準仕様書」 ８ . ３ . ３ による　 　 　 □図示による

□１ ） 材料及び種別：

□３ ） 外壁パネル相互の目地幅： 　

□（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

 　 ロックウールを充填する
※２ )パネルと梁、 柱、 壁体等が取り合う 部分の隙間は、 モルタル又は

 　 パネルをボルト 止めとする
※３ )出隅及び入隅、 パラペット 部分等で、 目地用鉄筋が使用できない場合は、

※４ )出隅及び入隅部のパネル接合部目地は伸縮目地とし、 目地巾は２ ０ ㎜とする

   溶接等で固定上部は可動となるよう に取り付ける

※５ )パネル工法がＡ種（ スライド 工法） の場合、 開口補強材の方立は下部を

※６ )防火区画の場合は、 取り付け金物に、 必要な耐火性能を有する被覆を行う

外壁スライド 工法の場合は２ ０ ㎜、 他の場合は１ ５ ㎜とする
※他材との取合部分の防水処理は、 図示なき限りシーリング材による。 目地巾は

□（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

□１ ） 原料による区分： 　 ※タイプⅡ（ 無石綿） 　 □（ 　 　 　 　 　 　 ）
□２ ） 材料及び種別：

※長辺８ ㎜以上、 短辺１ ５ ㎜以上　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ）

※パネル製造所の仕様による　  　  　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ）

□（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　    ）

①工事に用いる材料は、 所定のものであること
②防水層は、 所定の形状及び寸法を有し、 所要の仕上がり状態であること
③防水層は、 取合い部を含め漏水がないこと

①シーリングに用いる材料は、 所定のものであること
②シーリング部は、 所定の形状及び寸法を有し、 所要の仕上がり状態であること
③シーリング部は、 漏水がないこと

［ 9. 1. 2］

［ 9. 2. 2～9. 2. 3］ ［ 表9. 2. 3～9. 2. 8］

□品質（ 参考商品名） ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

 ５ .  関連工事への
　 　 　  協力と調整

　      材料の届出

 ７ .  指定された
   材料及び製品等

■１ . 1基本要求

■大きさ及び部数は監理員の指示による

■ 設置しない 　

※ 構内既存の施設： 　 　 ■ 利用できる　 （ ■ 有償　 　 　 □ 無償） 　 　 　 　 　 　

※ 構内既存の施設： 　 　 ■ 利用できる　 （ ■ 有償　 　 　 □ 無償） 　 　 　 　 　

特記仕様

  ※ 構造特記仕様書による

０３．土工事

０４．地業工事

０５．鉄筋工事

０６．コンクリート工事

０７．鉄骨工事

００　特記仕様書の取扱いについて

０１　一般共通事項

０２　仮 設 工 事

０３　土　工　事

０９　防 水 工 事

０８　ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ ･ ALCﾊﾟﾈﾙ ･ 押出成形ｾﾒﾝﾄ板工事

ブロックの種類

※空洞ブロッ ク－１ ６

□型枠状ブロック－２ ０

□

厚さ（ ㎜）

□

□

□

SCALE図面名

工事名称

COMMENT 図面番号

承 認 検 図 製 図

(A3)

(A1)

令和６年度稲敷市立あずま東小学校玄関屋根上雨漏り修繕工事 A 01
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厚さ（ ㎜） 施工箇所
□Ｓ－Ｆ １

□Ｓ－Ｆ ２

□Ｓ－Ｍ１

□Ｓ－Ｍ２
□Ｓ－Ｍ３ ※ １ . ２ ㎜　 □

※ １ . ５ ㎜　 □

※ １ . ５ ㎜　 □

※ ２ . ０ ㎜　 □

※ １ . ２ ㎜　 □

種別

□Ｘ －１

□

施工箇所

種別 施工箇所

□Ｙ －１

□Ｙ －２
□

　　

コンクリート

　

　

　　 　

 

　

　

　

　

　

ガラス

タイル

9030 10030 9030
Ｇ
SR SR SR MSSRSR PS UA MS MS PS UA PU PU
1 1 2 1 2 22 2 1 2 2 2 1 2

8020

被着体

金属

ガラス

石

タイル・ レンガ

ＡＬ Ｃ

金属

押出成形セメント 板

ガラス

石

  リート

　

仕上なし

仕上あり

仕上なし

仕上あり

仕上なし

仕上あり

石

ＰＣコンクリート

打継ぎ

誘発目地

石・ タイル

ＡＬ Ｃ ＡＬ Ｃ

セメント 板
押出成形

セメント 板 仕上あり

仕上なし

コンク

押出成形

アルミニウム製建具等の工場シール

遮音壁取り合い部

シーリング

タイル

7020

AC

１
E

種別（ 工法）

Ｐ Ｓ２ ： ポリサルファイド 系（ １ 成分型）

Ａ ＣＥ １ ： エマルショ ンタイプアクリル系

ＭＳ２ ： 変形シリコーン（ ２ 成分型）

ＵＡ ２ ： アクリルウレタン系

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ ２ 成分型）

ＰＵ２ ： ポリウレタン系（ ２ 成分型）

ＳＲ２ ： シリコーン系　 （ ２ 成分型）
ＭＳ１ ： 変形シリコーン　 　 （ １ 成分型）

ＳＲ１ ： シリコーン系　 　 　 （ １ 成分型）

Ｐ Ｕ１ ： ポリウレタン系　 　 （ １ 成分型）

施工箇所

ひび割れ誘発目地

幅（ ㎜）

※ ２ ０ 　 □

※ １ ０ 　 □

※ １ ０ 　 □

※ １ ０ 　 □

深さ（ ㎜）

水磨３ ０

厚さ(㎜)

□ □

仕上 取付け工法

□
□

□

□
□ □

□

□

□
□

□湿式 □乾式

□湿式 □乾式
□湿式 □乾式

□湿式 □乾式

□湿式 □乾式
□湿式 □乾式

□

花崗岩

□□壁

□巾木 □
□□床

□壁

□

産地

□

□内部

□床 □
□ □

□

□

□ □
□

□

□
□

品名

□外部

種類

きじ 役物 色

磁
器

せ
っ
器

陶
器

施
釉

無
釉 有 無

標
準

特
注

釉

□

□

□

□

□ □

□

□

□

□ □

□

□

□

□ □

□

□

□

□ □

□

□

□

□ □

□

□

□

□ □

□

□

□

□ □

□

□

□

□ □

□

□

□

□

□

□

□

□

□

再
資
源
化

タ
イ
ル

床

外壁  50角二丁掛

  200×200

（ ㎜）

形状・ 寸法 備　 　 考施工箇所

適用タイル
□小口タイル

□二丁掛けタイル

大型タイル

種別
□タイルシート

□目地桝法

桟木法

タイル型枠先付け面のせき板
※「 標準仕様書」 ６ . ９ . ３ (ｂ ) (２ )

又は金属製タイル先付け用パネル

□

□保存処理Ｋ３

□加圧式防腐処理（ Ｊ Ｉ ＳＡ９ ０ ０ ２ ）

保存処理木材 適用箇所

（ ㎜）

寸法等 備考

□単板積層材

□適用しない

部位 材料

※集成材□構造材

□造作材 □集成材

□適用しない

※２ 種　 □

品質・ 規格

見付け、 材面の 樹種名

（ 心材）

　 作用集成材

□単板積層材 ※天然木化粧加工

□

※１ 等　 □

※１ 等　 □

□

□化粧ばり造

の放散量

ホルムアルデヒド

※合板張り
□板張り

部位

□下張り用床板

□床板

□有
※無し

材料の有無又は仕上げ材

※Ｆ ☆☆☆☆　

※Ｆ ☆☆☆☆※単層フローリング

（ 「 標準仕様書」
　 　 表１ ９ . ５ . ２ による）

□縁甲板 ※ひのき　 □

仕上げ材

ホルムアルデヒド
放散量の区分

Ｆ ☆☆☆☆

Ｆ ☆☆☆

Ｆ ☆☆
Ｆ ☆

0. 3

0. 5

1. 5
5. 0

平均値（ mg/L） 最大値（ mg/L）

0. 4

0. 7

2. 1
7. 0

金属板の種類

□塗装溶融亜鉛めっき鋼板と鋼帯

□塗装溶融亜鉛５ ％アルミ ニウム合金めっき鋼板及び鋼帯
□溶融５ ５ ％アルミ ニウム亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯

□塗装ステンレス鋼板

□

板厚（ ㎜）

※ 0. 4 ㎜

□

屋根葺形式

□瓦棒葺

□平板葺
□浪板葺

□横葺

□

□巾木

■上記以外

□Ｘ －２

□コンクリート 打継ぎ目地及び

　［ 9. 2. 2］ ［ 表9. 2. 1］

□①屋根保護防水工法：

□②屋根保護防水断熱工法：

□６ ） 脱気装置： 　
※設けない
□設ける

□７ )伸縮性能目地：

□①タイプ： 　 □付着層タイプ　 　 □アンカータイプ
※成型伸縮目地材： 　

※②目地幅： 　 ※２ ５ ㎜　 　 □（ 　 　 ） ㎜

□２ ） 立ち上がり部端部の押さえ金物： 　 □有り　 　 □無し

□３ . ２ 防水層の

 ５ .  塗膜防水

 ２ .  ３ 保護層等 □１ )防水層の保護：

※行わない

□種別： 　 □Ａ Ｓ－１ 　 　 　 □ＡＳ－２

□１ )ルーフィ ングの種別（ 工法） ：
□加硫ゴム系ルーフィ ングシート 接着工法（ Ｓ－Ｆ １ ）
□塩化ビニル樹脂系ルーフィ ングシート 接着工法（ Ｓ－Ｆ ２ ）
□加硫ゴム系ルーフィ ングシート 機械的固定方法（ Ｓ－Ｍ１ ）
□塩化ビニル樹脂系ルーフィ ングシート 機械的固定方法（ Ｓ－Ｍ２ ）

 ４ .  合成高分子系

□４ . １ 材料

□熱可塑性エラスト マー系ルーフィ ングシート 機械的固定方法（ Ｓ－Ｍ３ ）

□①種類： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
□②厚さ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

□３ )保護塗装の種類及び塗布量：

□②塗布量： （ 　 　 　 ） ㎜/㎡

             の施工

□３ . １ 材料

□品質（ 参考商品） ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

□品質（ 参考商品） ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

□２ )ゴムアスファルト 系塗膜防水の種別：

□適用しない

□種別Ｙ －２ における保護層：
※適用する

　

［ 9. 6. 4］

□２ )アスファルト の種類： 　 ※３ 種　 　 　 　 □４ 種（ 寒冷地区）
□３ )押さえ金物の形状、 寸法：

※防水材製造業者の仕様： （ □アルミ 　  　 □ステンレス）
□アルミ ニウム　 Ｌ －30×15×2

□４ )断熱材の材質及び厚さ：
※押出法ポリスチレンフォーム３ 種ｂ スキン層付（ Ｊ Ｉ ＳＡ９ ５ １ １ ） ：
※５ ０ ㎜　 　 □（ 　 　 ） ㎜

□硬質ウレタンフォーム保温板２ 種２ 号又は３ 号： 　 □（ 　 　 ） ㎜

□５ )絶縁用シート ：
□（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

［ 9. 2. 2］

［ 9. 2. 2］

［ 9. 2. 2］

［ 9. 2. 3］

※ポリエチレンフィ ルム　 ｔ ＝０ . １ ５ ㎜以上　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ）

※フラット ヤーンクロス（ ７ ０ ｇ /㎡程度） 　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ）

※①種類　 　 ： 　 ※ルーフィ ング類製作所の指定製品　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
※②設置数量： 　 ※８ ０ ㎡に１ 箇所　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

□１ )防水層の下地： ２ .  ２ 施工 ［ 9. 2. 4］

□②立ち上がり： ※「 標準仕様書」 表６ . ２ . ３ 「 打放し仕上げの種別」 のＢ種

□①平場のコンクリート ： ※打放し仕上げ（ 「 標準仕様書」 ９ . ２ . ４ による）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □均しモルタル

　 　 　 　 　 　 　 　         □均しモルタル

□①押さえコンクリート の厚さ： ※図示なき限り水下の厚さで８ ０ ㎜以上
□②立ち上がり部の保護： 　 ※図示による　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　             □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ）

   完了後、 全面に厚さ１ ５ ㎜の保護モルタル塗りを行う
□２ )屋内防水密着工法で、 保護コンクリート に配管を行う 場合等は、 防水工事

 ２ .  ４ 検査 水張り試験の実施：

□行う ： 　 実施場所： 　 □屋外（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □屋外（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ）

［ 9. 2. 5］

［ 9. 3. 2］

［ 9. 3. 3］

 ３ . 改良ｱｽﾌｧﾙﾄ
     　 ｼー ﾄ防水

　 種類及び工程

ﾙー ﾌｨﾝｸ゙ ｼー ﾄ防水

□２ )断熱材を用いる場合の種類、 厚さ：

［ 9. 4. 2］

［ 9. 4. 2～9. 4. 3］ ［ 表9. 4. 1］

□①種類： 　 ※ 防水材製造業者の仕様　 　  □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ）

□１ )工法及び種別：
     種別及び工程
 ４ .  ２ 防水層の

□１ ） ウレタン系塗膜防水の種別：

□設けない

［ 9. 5. 3］ ［ 表9. 5. 1］

※設ける： 　 □種類（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） 　 　 □数量（ 　 　 　 　 　 　  　 ）

［ 9. 5. 3］ ［ 表9. 5. 2］

　  種別及び工程

 ６ .  シーリング ※１ )被着体の組み合わせとシーリング材の種類： ［ 9. 6. 2～9. 6. 3］ ［ 表9. 6. 1］

　  　 変形シリコーン系（ ＭＳ２ ） とする
※２ )前表の内、 ポリウレタン系（ ＰＵ１ ， ＰＵ２ ） は仕上げがない場合、

※３ )バックアップ材は、 合成樹脂又は合成ゴム製でシーリング材に変色等の悪影
 　 　 響を及ぼさず、 かつ、 シーリング材と接着しないものとする
　  　 また使用箇所に適した形状で、 裏面に接着剤のついているものは目地幅より

 　 　 大きいものとする
　  　 １ ㎜程度小さいもの、 接着剤のついていないものは目地幅より２ ㎜程度

 　 　 シーリング材と接触しないものとする
※４ )ボンド ブレーカーは、 紙・ 布・ プラスチックフィ ルム等の粘着テープで

 ６ .  ２ 目地寸法 ［ 9. 6. 3］

□種類及び厚さ： 　 ※「 標準仕様書」 ９ . ３ . ２ による　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

 ６ .  ３ 施工、 試験

※外壁と建具との取合い部分

※外壁が配管等が貫通する箇所
※遮音壁、 防火区画壁等、 異種材との取合い箇所

□適用しない
□適用する：
※簡易接着性試験

※笠木、 外壁パネルにおいて同種又は異種の材料が取合う 目地
　 （ オープンジョ イント は除く ）

［ 9. 6. 5］

□引張接着性試験　 （ 部位： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ）

□１ . １ 材料
□（ １ ） 天然石

 １ .  施工一般

□１ ） 石の品質：
□①床用石材： 　 　 　 　 　 　 ※２ 等品　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 ）
□②壁及びその他の石材： 　 ※１ 等品　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 ）

［ 10. 2. 1］

［ 10. 2. 1］ ［ 表10. 2. 1～10. 2. 2］□２ ） 石の種類及び仕上げ：

□（ ２ ） テラゾ □１ )石材の種類： 　 □大理石　 　 □花崗岩　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 ）
 　 　 　 　 大きさ： 　 ※１ . ５ ～１ ２ ㎜　 　  　 　 □（ 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 ）

□１ )外壁湿式工法及び内壁空積工法用金物：

□２ )乾式工法用金物：

□３ )特殊部位用金物（ 図示以外は下記による） ：

□４ )アンカー、 あと施工アンカー、 その他金物の材質・ 寸法等：

 １ .  ２ 取付け金物

［ 10. 2. 1］

［ 10. 2. 2］

［ 10. 2. 2］

［ 10. 2. 2］

［ 10. 2. 2］

□２ )表面仕上げ： 　 □本磨き　 　 □水磨き　 　 □粗磨き　 　 □（ 　 　  　 　 　 　  ）

□②方式： 　 □スライド 方式　 　 　 □ロッキング方式

□①金物　 　 　 　 ： 　 ※ステンレス製　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
□②形状及び寸法： 　 ※「 標準仕様書」 表１ ０ . ２ . ３による　 □（ 　 　 　 　 ）

□①金物： 　 ※ステンレス製（ ＳＵＳ３ ０ ４ ） 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

※「 標準仕様書」 １ ０ . ２ . ２ による　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

※「 標準仕様書」 １ ０ . ２ . ２ による　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   ）

□１ . ３ その他
　 　 　  　 材料

□１ )取付け及び目地モルタル：
※石材施工業者の指定製品　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

□２ )石裏面処理材、 裏打ち処理材：
※石材施工業者の指定製品　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

 ２ .  外壁湿式工法 □１ )石裏面処理： 　 ※適用する　 　 　 □適用しない
□２ )裏打ち処理： 　 □適用する　 　 　 ※適用しない

□４ )目地シーリング材： 　 ※用いる　 　 □用いない

□６ )ド レインパイプの材質： 　 ※ステンレス製（ ＳＵＳ３ ０ ４ ）
□５ )伸縮調整目地： 　 ※「 標準仕様書」 １０ . ３ . ３ による　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

□３ )下地ごしらえ： ※流し筋工法　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

［ 10. 2. 3］

［ 10. 2. 3］

［ 10. 2. 3］

 ３ .  内壁空積工法 □１ )石裏面処理： 　 ※適用する　 　 　 □適用しない
□２ )裏打ち処理： 　 □適用する　 　 　 ※適用しない
□３ )下地ごしらえ： ※あと施工アンカー・ 横筋流し工法　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
□４ )目地シーリング材： 　 □用いる　 　 ※用いない
□５ )伸縮調整目地： ※６ ｍ以内毎　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

［ 10. 4. 2］

［ 10. 5. 2］

 ５ .  床及び階段
          の石張り

 ６ .  定礎石

□１ )石裏面処理： 　 ※適用する　 　 　 □適用しない
□２ )裏打ち処理： 　 □適用する　 　 　 ※適用しない
□３ )目地の形式： 　 □オープン目地　 　 　 □シーリング目地
　 　 　 　  目地幅： 　 ※図示による　 　 　 　 □（ 　 　 　 ） ㎜

□１ )床石裏面処理： 　 ※適用する　 　 　 □適用しない
□２ )目地シーリング材： 　 □用いる　 　 ※用いない

※４ )彫り込み文字： 　 「 定礎」 　 「 竣工年月日」

□３ )伸縮調整目地： 　 ※３ ０ ㎡以内かつ６ｍ以内　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

※１ )石の種類： 　 □御影石　 　 　 □大理石　 　 　 　 （ □産地等： 　 　 　 　 　 　 　 　 程度）
※２ )仕上げ  ： 　 ※本磨き　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
※３ )形状寸法； 　 ※６ ０ ０ ×４ ５ ０ ×３ ５　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

※５ )収納箱　 ： 　 ※ステンレス製　 　 　 □銅製　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

 ４ .  乾式工法

［ 10. 6. 2～10. 6. 3］

□品質（ 参考商品） ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
□２ )役物： 標準的な曲がり（ 小口、 標準、 二丁、 屏風） の役物は、 一体成形とする
□３ )接着力試験： 　 ※行う 　 　 　 □行わない
□４ )下地及びタイルごしらえ：
□ＭＣＲ工法　 　 　 □金属製タイル先付け用パネル　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

□２ . ２ 工法 壁タイル張りの工法：
□①内壁タイル： 　 □改良積上げ張り　 　 □壁タイル接着剤張り
□②外壁タイル： 　 □密着張り　 　 　 □改良積上げ張り　 　 　 □改良圧着張り
□③内装タイル以外のユニット タイル： 　 □マスク張り　 　 　 □モザイクタイル張り

※１ )シーリング材の種類： 　 ※Ｐ Ｓ－２ 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
※２ )目地寸法： 　 ※１ ０ ×７以上　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）           目地

□２ . ３ 伸縮調整

□３ . １ 種類
　 　 　 　  型枠先付け
 ３ .  陶磁器質タイル

□１ )種類は下記による：

□２ )目地寸法： 　 ※１ ０ ×７以上　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
□１ )シーリング材の種類： 　 ※Ｐ Ｓ－２ 　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

□２ )接着力試験： 　 ※行う 　 　 　 □行わない

□１ )タイルの試験張り： 　 ※行わない　 　 　 □行う
□２ )タイルの見本焼き： 　 ※行わない　 　 　 □行う

 １ .  一般事項

 ２ .  陶磁器質

□２ . １ 種類
       タイル張り

※ 外壁の伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地位置：
※ 「 標準仕様書」 表１ １ . １ . １ による　 　 　 　 □ 図示による

※１ )タイルの種類は下記による：

［ 11. 1. 3］

［ 11. 2. 1］

 ３ .  小屋組 ※「 標準仕様書」 １ ２ . ３ . １ .  １２ . ３ . ２ (ｂ )以外の工法　 　 　 □図示による

※参考値

□２ . ４ 接着剤

□２ . ５ 防蟻処理

［ 11. 2. 4］

［ 11. 3. 3］ ［ 表11. 3. 2］

［ 11. 4. 2～11. 4. 3］ ［ 表11. 4. 1］

［ 11. 2. 1］
［ 11. 2. 1］

□３ . ２ 伸縮調整
　 　 　 　 　  目地

 ４ .  試験張り
   ・ 見本焼き等

 １ .  一般事項 表面仕上げ： 　 □Ａ種　 　 　 ※Ｂ種　 　 　 □Ｃ種

□１ )木材の含水率：
□①構造材、 下地材： 　 ※Ａ種　 　 　 □Ｂ種
□②造作材： 　 ※Ａ 種　 　 　 □Ｂ種

 ２ .  材料
□２ . １ 木材

□２ )保存処理木材：

 　 ※「 標準仕様書」 表１ 2. １ . １による　 　 　 □図示による

□３ )構造材及び下地材の品質の基準：
□①和室の柱の見え掛かり　  　 　 　 　 　  ： ※上小節　 □（  　 　 　 　 　 　  ）
□②小屋材及び吊り木受け（ 丸太の場合） ： ※２ 等    □（ 　 　 　 　 　 　 　 ）
□③上記以外の構造材及び下地材　 　 　 　 ： ※２ 級　   □（ 　 　 　 　 　 　 　 ）

□４ )造作材の材面の品質の基準： 　 ※Ａ 種　 　 　 □Ｂ種

□５ )木材の樹種： 　 ※「 標準仕様書」 表１２ . ２ . ３ による
代用樹種を適用しない箇所（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
                      □（   　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

□１ )材料・ 品質等：□２ . ２ 集成材等

□２ )ホルムアルデヒド 放散量：
□①構造材： 　 ※Ｆ ☆☆☆☆　 　 □
□②造作材： 　 ※Ｆ ☆☆☆☆　 　 □

□１ )下張り用床板等の樹種及び工法： 　 ※「 標準仕様書」 表１ ２ . ７ . １ による　 　
                      □（   　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

□２ )フローリング及び縁甲板張り床：□２ . ３ 床板張り

※木工ボンド 　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

□行う ： 　 （ 適用箇所： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
□行わない

［ 12. 2. 6］

［ 12. 3. 2］

［ 12. 2. 8］

［ 12. 2. 3］

［ 表12. 1. 1］

［ 表12. 2. 1］

［ 12. 2. 1］

［ 12. 2. 1］

［ 表12. 2. 2］

［ 12. 2. 2］

［ 12. 2. 2］

 １ .  長尺金属板葺 □１ )材料： 　 ※下記による　 　 □図示による ［ 13. 2. 2～13. 2. 3］ ［ 表13. 2. 1］

□品質（ 参考商品） ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

□２ )下葺材料：
※アスファルト ルーフィ ングフェルト ９ ４ ０ 　 　 □図示による
□（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

［ 13. 2. 2］□品質（ 参考商品） ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

■６ . １ 材料

■図示以外は下記による：

■１ )シーリングを行う 箇所は図示の他、 下記による：

□２ ） 接着剤試験：

□種別Ｘ －１ における脱気装置：

□５ . １ 防水層の

□外壁コンクリート における構造スリット 目地、 誘発目地、 打継目地

１０　石  工  事

１１　タ イ ル 工 事

１３　屋根及びとい工事

１２　木　工　事

※外壁面 梁型天端(台面部)

SCALE図面名

工事名称

COMMENT 図面番号

承 認 検 図 製 図

(A3)

(A1)

令和６年度稲敷市立あずま東小学校玄関屋根上雨漏り修繕工事 A 02

特記仕様書 -2 S=NS

S=NS



（ 裏打ち材）

（ ㎜）

材料

※形式
□形状 山高

山ピッ チ

厚さ

□種類（ 規格等）

仕様

※重ね形　 　 　 □はぜ締め形　 　 　 □かん合形　 　 　 □
□

□

□０ . ６ 　 　 □０ . ８ 　 　 □１ . ０ 　 　 □

※塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯

□溶融５ ５ ％アルミ ニウム亜鉛めっき鋼板及び鋼帯
□

□軒先面戸板

□断熱材

□耐火性能

※有り　 　 　 □無し

□無し

※有り

□防火性能： 　 □準不燃材　 　 □３ ０ 分耐火　 　 □
※３ ０ 分耐火　 　 　 □１ 時間耐火　 　 　 □適用無し

種類

※縦重ね
※留付ボルト

□ケミ カル面戸

仕様

本数

種別

□断熱材

□

□隅当て（ 出隅）

重ね部分定型シール材

□屋根

※大波　 　 □小波

※１ ８ ０ ㎜　 　 □　 　 　 ㎜
※ステンレス　 □亜鉛めっき

※２ 本　 　 □３ 本

※有り　 　 □無し

※チャンネル　 □フック

※有り　 　 □無し

□

□外壁

※１ ２ ０ ㎜　 　 □　 　 　 ㎜
※ステンレス　 □亜鉛めっき

※２ 本　 　 □３ 本

※チャンネル　 □フック

□

※有り　 　 □無し

※有り　 　 □無し

※形状 ※小波　 　 □大波

※ＨＬ 程度

□№２ Ｂ程度
□鏡面仕上げ

施工箇所（ 手すり 、 タラッ プ、 建具以外）

※下記以外の見え掛かり全て

□Ｂ－１ 種

□Ｂ－２ 種

色合等

※無着色

□ブラウン系　 □ブラック

□ステンカラー

施工箇所（ 成型板、 笠木、 建具以外）

種類

種別

表面処理方法

□溶融亜鉛めっき

種別

□Ａ 種

□Ｂ種
□Ｃ種

□Ｅ 種

□Ｆ 種

付着量／厚さ

550ｇ ／㎡以上

450ｇ ／㎡以上
350ｇ ／㎡以上

20μｍ以上

13μｍ以上

 8μｍ以上

最小板厚

4. 5㎜以上

3. 2㎜以上
1. 6㎜以上

－

－

－

□Ｄ種

種類
□５ ０ 形

□６ ５ 形

□９ ０ 形

□１ ０ ０ 形

スタッド の高さ
高さ≦２ . ７ ｍ

高さ≦４ . ０ ｍ

４ . ０ ｍ≦高さ≦４ . ５ ｍ

４ . ５ ｍ≦高さ≦５ ｍ

※図示の高さによる　 □

※図示の高さによる　 □

※図示の高さによる　 □

施工箇所
※ボード 片面張り部

施工箇所(手すり､ﾀﾗｯﾌ゚ 以外)

□ロール

種別

□アルミ ニウム
□

□

□押出

□プレス

製法 形状

※スパンド レル形

※パネル形

板厚(㎜)

1. 2

表面処理の種別

□Ｂ－１ 種
□Ｂ－２ 種 □ブラウン系

□ブラック

□スレンカラー

□発砲ポリエチレンフォーム　 　 　 　 　 　 厚さ　 　 　 　 ㎜
□鉱物繊維と炭酸カルシウムの発泡剤　 　 厚さ　 　 　 　 ㎜

□無機質ガラス繊維　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 厚さ　 　 　 　 ㎜

□　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 厚さ　 　 　 　 ㎜

　　

種類

□２ ５ ０ 形

□３ ０ ０ 形

□３ ５ ０ 形

板厚（ ㎜）

１ . ６ ㎜以上

１ . ８ ㎜以上

３ . ０ ㎜以上

隅角部及び突き当たり部等の役物

※本体製造所の仕様による

□

表面処理

※A-1種又はB-1種

□A-2種又はB-2種

種類

□手すり

□タラップ

材料の種別

□ステンレス(SUS304）
□鋼

□アルミ ニウム

□ステンレス(SUS304）

□鋼

表面処理の種別

※ＨＬ 程度　 　 □№２ Ｂ程度
※Ｃ種　 　 　 　 □

□Ｂ－１ 種　 　 □Ｂ－２ 種

※研磨なし　 　 □

※Ｃ種　 　 　 　 □

材料

□石膏系　 □セメ ント 系

厚さ（ ㎜）

※１ ０ 　 　 □

施工箇所

種類 呼び名 仕上げの形状
□砂壁状

□黄色骨材砂壁状

工法
※吹付け

※吹付け

種類（ 樹脂）

□メタリック

□アクリルシリコン系

□フッ 素系

外観

□メタリッ ク

溶媒

□溶剤系

□弱溶剤系 □

※耐候形３ 種

耐候性 防水材の増塗材

□行わない

性能

耐風圧性

機密性

水密性

枠見込み
備考

表面処理

種別

※Ａ 種
※Ｓ－４ 　 □

※Ａ －３ 　 　 　 □

※Ｗ－４ 　 　 　 □

※７ ０ 　 　 　 　 □１ ０ ０

※外部に面する建具：

※Ｂ種
※Ｓー５ 　 □ ※Ｓー６ 　 　 　 □

※Ｗ－５ 　 　 　 □

※１ ０ ０ 　 　 　 □

□Ｂ－２ 種（ □ブラウン系　 □ブラッ ク　 □ステンカラー）

※Ｂ－１ 種

※Ａ－４ 　 　 　 □

□Ｃ種

モノ ロック　 　 　 　 本締まり付モノ ロック
シリ ンダー錠　 　 　 シリ ンダー本締まり錠

種類

棒鍵錠　 　 　 　 ピポット ヒンジ

ヒンジクローザ　 　 　 フロアヒンジ

品質・ 規格

評価名簿による

評価名簿による

ド アクローザ
Ｊ Ｉ Ｓによる

開閉方法
※スライディ ングド ア

□スイングド ア

□回転ド ア

センサーの種類
□マッ ト スイッ チ

□電子（ 電磁） マット スイッチ

□光線（ 反射） スイッチ

□音波スイッチ
□熱線スイッチ

□光電スイッチ

□タッチスイッチ

□ペダルスイッチ

□押しボタンスイッ チ

セクショ ン材料

※スチールタイプ

□アルミ ニウムタイプ

□ファイバーグラスタイプ

※バランス式

□チェ ーン式

□電動式

開閉形式 収納形式

□スタンダード 形

□ローヘッド 形

□ハイリフト 形
□バーチカル形

ガイド レール

※溶融亜鉛めっき鋼板

□ステンレス鋼板

（ ＳＵＳ３ ０ ４ ）

建具の種類

□アルミ ニウム製

□鋼製
□ステンレス製

材質

※シーリング材

※シーリング材　 　 　 　 □
※シーリング材　 　 　 　 □

□熱線反射

寸法（ ㎜）

□

色調

※クリ アー　 　 　

□乳白 □カラー（ 　 　 　 　 　 　 ）

パターン 耐火性能

※なし

□あり

□ガスケッ ト ： （ ※グレイジングチャンネル形　 　 □　 　 　 　 ）

□電気亜鉛めっき

■行う

□薄付け仕上塗料 ■防水形複層塗材 E

□ポリ ウレタン系

■アクリル系

□つやなし

■つやあり

■水系

※材料については、 15. 7. 2による

　

□品質（ 参考商品） ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

□１ )材料・ 品質： 　 ※下記による　 　 　 □図示による

□３ )掃除口： 　 ※設けない　 　 　 □設ける
□４ )ルーフドレイン： 　 ※鋳鉄製　 　 □ステンレス製

□３ )屋外の野縁の間隔： 　 ※図示による　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

 ３ .  軽量鉄骨壁下地 □１ )部材の種類及び高さ：

 ２ .  折板葺 □１ )材料・ 品質： 　 ※下記による　 　 　 □図示による ［ 13. 3. 2］

 ３ .  スレート
　 　 　 　 　  浪板葺

［ 13. 5. 2］ ［ 表13. 5. 1］
□１ )材種： 　 ※配管用鋼管　 　 　 □硬質塩化ビニル管： （ ※ＶＰ管　 　 □ＵＶ 管）
□２ )鋼管製といの防露： 　

□①防露材：

□②施工箇所：
□「 標準仕様書」 表１ ３ . ５ . ５ による　 　 　 ※図示による　 □（ 　 　 　 　 　 　 ）

 　 　 ※「 標準仕様書」 表１ ３ . ５ . ４ による　 　 　 □図示による　 □（ 　 　 　 　 　  ）

［ 13. 5. 3］ ［ 表13. 5. 4］ ［ 表13. 5. 5］
 ４ .  とい

［ 14. 4. 2］ ［ 表14. 4. 1］

［ 14. 4. 3］

［ 14. 4. 3］

［ 14. 5. 3］ ［ 表14. 5. 1］

 ２ .  軽量鉄骨
        天井下地

□１ )野縁等の種類：
□室内： 　 ※１ ９ 形　 　 　 □２ ５ 形
□屋外： 　 □１ ９ 形　 　 　 ※２ ５ 形

□２ )屋外の野縁受け、 吊りボルト 及びインサート の間隔： 　
※図示による　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

□２ )スタッドの高さが５ ｍを越える場合： 　 ※図示による　 　 □（ 　 　 　 　 　 　  ）
※３ )軽量鉄骨下地の間仕切り壁は、 原則として間仕切区画ができるよう に上階の

     いものは、 監督職員の了解を得て天井面で止めることができる
 　 　 床下(屋根） まで立ち上げること。 ただし、 防火区画、 遮音区画等に影響の無

 ４ .  金属成形
　 　 　 　  　 板張り

□１ )種別及び表面処理： ［ 14. 6. 2］

□品質（ 参考商品） ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　  ）

□２ )取付け用下地：
※「 標準仕様書」 １ ４ 章４ 節による　 　 　 □ 図示による

□３ )伸縮調整継手：
※設けない　 　 　 □設ける（ 施工箇所は図示による）

［14.7.2］［表14.7.1］ ５ .  アルミ ニウム
           製笠木

※種類及び表面処理： 　 ※ 下記による　 □ 図示による　

□品質（ 参考商品） ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   　 ）

［14.8.2］［14.8.3］
※種類及び表面処理： 　 ※ 下記による　 □ 図示による ６ .  手摺及び

        タラップ

□品質（ 参考商品） ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

 １ .  モルタル塗り
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □使用しない
□２ )床目地： 　 □設置しない　 　 　

□１ )既製目地材： 　 ※使用する（ 形状： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） ［ 15. 2. 2］

 　 　 　 　 　 　 　 ※設置する： （ 工法： ※カッター目地切り　 　 □　 　 　 　 　 　 　 ）
※３ )モルタルの塗り厚は図示による。 図示なき場合は、 「 標準仕様書」 表15. 2. 2

による
 ２ .  床コンクリート
　  　 の直均し仕上げ

 ３ .  セルフ
　  レベリング材塗り

仕上りは「 標準仕様書」 表6. 2. 4 による ［ 15. 3. 2］

［ 15. 4. 2］ ［ 15. 4. 3］ ［ 表15. 4. 1］※種類：

□品質（ 参考商品） ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   　 ）

　

□３ )防火材料の指定： ［ 15. 5. 2］

 ４ .  仕上塗材仕上げ ※１ )仕上げ塗料の種類及び工法については、 15. 5. 2 及び 表15. 5. 1（ その１ ～３ ）

図示による図示がなければ、 Ｆ ☆☆☆☆とする
によるただし、 内装仕上げに用いる塗装のホルムアルデヒド 放散量は、

［ 15. 5. 2］ ［ 表15. 5. 2］

□品質（ 参考商品） ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

  認定表示のあるものとする
※屋内の壁、 天井の仕上げ材は、 防火材料又は建築基準法に基づく 基材同等の

あるものとする（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
□次の箇所をのぞき、 防火材料又は建築基準法に基づく 基材同等の認定表示の

［ 15. 7. 2］

［ 15. 7. 3］

 ５ .  ロックウール
           吹付け

 ２ .  アルミ ニウム

 ４ .  鋼製軽量建具

 ５ .  ステンレス

 ６ .  木製建具

 ７ .  建具用金物

 １ .  一般事項

□２ )特殊な建具の仮組：

※製作しない

※実施しない

           製建具 □１ )外部に面する建具の性能基準：

□２ )屋内の建具の表面処理： 　
※Ｃ－１ 種又はＢ－１ 種
□Ｃ－２ 種又はＢ－２ 種（ □ブラウン系　 □ブラック　 □ステンカラー）

※②形式： 　 　 　 ※外部可動式　 　 　 □固定式

□３ )網戸：

 ３ .  鋼製建具 □１ ） 簡易機密扉の簡易機密型ド アセット 性能値：
※適用する　 （ 適用箇所は建具表による） 　 　 　 □適用しない

□２ )製品の寸法許容差（ 但し書きの建具） ： 　

□１ )品質規格：
※「 標準仕様書」 ４ 節による　 　 　 　 □製造所標準仕様による

※適用する（ 適用箇所は建具表による） 　 　 　 □適用しない

※適用する　 　 　 □適用しない

□２ )簡易機密型ドアセット 性能値：

□３ )標準型建具で簡易機密ド アセット ： 　

□２ )表面仕上げ： ※ＨＬ 仕上げ　 □鏡面仕上げ　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
□３ )曲げ加工： 　 ※普通曲げ　 　 □角だし曲げ（ 補強あり）

※①普通合板　 　 広葉樹： ※１ 等　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 ）
　 　 　 　 　 　 　 　 針葉樹： ※ｃ ｄ 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 ）
□②難燃合板： 　 □ラワン合板程度　 　 　 □しな合板程度

※１ )建具材の加工、 組立時の含水率： □Ａ種　 　 ※Ｂ種　 　 □Ｃ種
□２ )表面材の合板の種類及び品質：

※３ )合板類のホルムアルデヒド 放散量： ※Ｆ ☆☆☆☆
□４ )かまち及び鏡板の樹種： □かまち（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　    　 □鏡板（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

※１ )金物の種類及び見え掛かり部の材質：

※２ )マスターキー： 　 ※製作する　 　 　 　 □製作しない
※３ )鍵の組数： 　 　 　 ※３ 本１ 組　 　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

※「 標準仕様書」 表１ ６ . ７ . １ による　 　  □図示による

※４ )金物の品質・ 規格：

※５ )標準型建具の錠前類： 　 ※図示による　 　 　 □レバーハンドル
□（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

□６ )吊り金物： 　 ※図示による　 　 □丁番　 　 　 □ピポット ヒンジ

※１ )開閉方法及びセンサーの種類： ８ .  自動ド ア

※引戸装置の性能： 　 ９ .  自閉式上吊り

□２ )凍結防止装置： 　 ※図示による　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
□品質（ 参考商品） ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

※「 標準仕様書」 表16. 9. 1による　 　 　 □図示による　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

□品質（ 参考商品） ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

※１ )製品の許容寸法差（ 但し書きの建具） ： 　 製造所標準製作規定寸法許容差による

□３ )鋼板類の厚さ： 　 ※「 標準仕様書」 表16. 3. 2による　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ）
※製造所標準製作規定寸法許容差による　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

※①網の材質： 　 ※ステンレス製　 　 □合成樹脂製　 　 □ガラス繊維入り合成樹脂製

□製作する： 　 （ 建具番号： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

□実施する： 　 （ 建具番号： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

 10.  重量シャッター

 11.  軽量シャッター

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □シャッターの二段降下方式

（ 日射熱遮蔽性： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

３ ， ５ ， ６ ， ８

４

※１ ） シャッターの種類：
□外壁用防火シャッター
□屋内用防煙シャッター

□一般重量シャッター
□屋内用防火シャッター

□２ )一般重量シャッター及び外壁用防火シャッターの耐風圧性能：
□５ ０ 　 　 　 □８ ０ 　 　 　 □１ ２０ 　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 ）

□３ )開閉機能による種類：
※ 上部電動式（ 手動併用） 　 　 　 □上部手動式

□４ )危害防止機構： 　 ※障害物関知装置（ 自動閉鎖型）

□１ )開閉形式： □上部電動式（ 手動併用） ※手動式

□３ )スラット の材質： 　 ※塗装溶融亜鉛めっき鋼板又は鋼帯
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
□４ ） スラット の形状： 　 ※インターロッキング形
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □オーバーラッピング形
□５ ） ガイド レール等： 　 ※鋼板製
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □ステンレス製（ ＳＵＳ３ ０４ 　 厚さ１ ． ５ ㎜）

□品質（ 参考商品） ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

 13.  ガラス

※１ ） 形式及び機構：

□２ )耐風圧性能による区分： 　 □５ ０ 　 　 □７ ５ 　 　 □１ ０ ０ 　 　 □１ ２ ５

※１ )厚さ及び種類等： 　 ※下記以外は図示による　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
□フロート 板ガラス： 　 （ 厚さ： 　 　 　 　 　 　 　 　 ㎜）

線入り板ガラス

（ 厚さの組合せ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） （ 特性： 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

（ 特性： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
（ 日射熱遮蔽性： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
（ 耐久性： 　 　 □Ⅰ類　 　 　 □Ⅱ類　 　 ※Ⅲ類　 ） 　
（ 映像調整： 　 ※行う 　 　 　 □行わない　 　 　 　 ）

（ 複層厚さ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） （ 断熱性： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

※２ )ガラス留め材：

※ただし、 防火戸は建築基準法に基づく 防火性能を有するものとする
※３ )がラスをはめ込む溝の大きさ：

※１ )品質： 　 ※Ｊ Ｉ Ｓ Ａ  ５ ２ １ ２ によるもの又は評価名簿による
※２ )材料：

□５ )断熱材： 　 □適用しない

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  □製作所標準製作規定寸法許容差による

□１ )建具見本の製作： ［ 16. 1. 4］

［ 16. 1. 4］

［ 16. 2. 2］ ［ 表16. 2. 1］ ［ 表14. 2. 1］

［ 16. 2. 4］ ［ 表14. 2. 1］

［ 16. 2. 3］

［ 16. 3. 2］ ［ 表16. 3. 1］

［ 16. 4. 2］

［ 16. 4. 2］

［ 16. 4. 6］

［ 16. 5. 4］

［ 16. 5. 4］
［ 16. 5. 5］

［ 表16. 6. 1］
［ 16. 6. 2］

［ 16. 6. 2］
［ 表16. 6. 8］

［ 16. 7. 2］

［ 16. 7. 4］
［ 16. 7. 4］

［ 16. 7. 2］ ［ 表16. 7. 1］

［ 16. 7. 2］

［ 16. 8. 2］ ［ 16. 8. 3］
［ 表16. 8. 1］ ［ 表16. 8. 2］

［ 16. 8. 3］

［ 16. 9. 3］

           製建具

         開閉装置

         引戸装置

［ 16. 10. 2］

［ 16. 10. 2］

［ 16. 10. 2］ ［ 表16. 10. 1］

［ 16. 10. 2］

［ 16. 10. 2］□５ )シャッターケース（ 防火、 防煙以外のもの） ： 　 □設置する
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 □設置しない

□品質（ 参考商品） ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   ）

［ 16. 11. 2］ ［ 表16. 11. 1］
［ 16. 11. 2］

［ 16. 11. 3］

［ 16. 11. 4］

［ 16. 11. 4］

［ 16. 12. 2］

□２ )外部に面するシャッターの耐風圧性能： 　 □５ ０ 　 □６ ５
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 □８ ０ 　 □（ 　 　 　 　 ）

［ 16. 12. 2］
［ 16. 13. 2］

□型板ガラス： 　 　 　 　 （ 品種： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） （ 厚さ： 　 　 　 　 　  ㎜）

□網入り板ガラス及び： （ 品種： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） （ 厚さ： 　 　 　 　 　  ㎜）

□合わせガラス： 　 　 　 （ 種類： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ）

□強化ガラス： （ 名称・ 呼び厚： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） （ 特性： 　 　 　 　 　 　  ）
□熱線吸収板ガラス： 　 （ 種類： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） （ 厚さ： 　 　 　 　 　  ㎜）
□熱線反射ガラス： 　 　 （ 種類： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） （ 厚さ： 　 　 　 　 　  ㎜）

□複層ガラス： （ 種類： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） （ 厚さの組合せ： 　 　  ）

□倍強度ガラス： 　 （ 種類： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） （ 厚さ： 　 　 　 　 　  ㎜）

 12.  オーバー
　 　 　  ヘッド ド ア

［ 16. 13. 2］

［ 16. 13. 3］

※「 標準仕様書」 表１ ６ . １ ３ . １ による　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ）

［ 16. 13. 5］ 14.  ガラス
         ブロック

※１ ） 金属材料の種類： 　 　  □アルミ ニウム製　 　 □鋼製　 　 □ステンレス製
※２ ） シーリング材の種類：  ※「 標準仕様書」 表９ . ６ . １ による　

□（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ） 　
※４ ） 構造ガスケット ： 　   □適用しない

［ 17. 2. 2］

［ 17. 2. 2］

［ 17. 2. 2］
［ 17. 2. 2］

［ 17. 2. 2］

［ 17. 2. 3］

［ 17. 2. 3］

※３ ） ガラス取付けシーリング材料： 　 ※「 標準仕様書」 表９ . ６ . １ による　

 １ .  メタル
  カーテンウォール

※６ )製品の寸法許容差： ※｢標準仕様書」 表17. 2. 1による(アルミ 合金鋳物を除く )仕上げ吹付け厚さ： 　 ※図示による　 　 　 □（ 　 　 　 　 ㎜）

                          □適用する： (施工箇所： 　 ※図示　 　 □　 　 　   　 ）

               □適用する： （ 種類． 厚さ： ※図示　 　 □　  　 　      　 　  　  ）

※７ ） 製品の見え掛り部分の仕上げ： 　 ※図示による　 　 □（ 　 　 　 　 　 　  　 　 ）

※２ )防水形複層塗材 Eの上塗材の種類：

１４　金 属 工 事

１７　カーテンウォール工事

１５　左 官 工 事

１６　建 具 工 事

一部補修

□

□

□２ ） アルミ ニウム及びアルミ ニウム合金の表面処理：

□陽極酸化皮膜の着色方法： 　 ※二次電解着色　 　 　 □三次電解着色

□３ )鉄鋼の亜鉛めっき：

 １ .  表面処理 □１ )ステンレスの表面処理： ［ 14. 2. 1］

［ 14. 2. 2］ ［ 表14. 2. 1］

［ 14. 2. 3］ ［ 表14. 2. 2］

SCALE図面名

工事名称

COMMENT 図面番号

承 認 検 図 製 図

(A3)

(A1)

令和６年度稲敷市立あずま東小学校玄関屋根上雨漏り修繕工事 A 03

S=NS

S=NS
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鉄鋼面、 亜鉛めっき鋼面

種別

□Ａ －１ 種
□Ａ －２ 種

□Ｂ－１ 種
□Ｂ－２ 種

色彩等

□無着色
□ブラウン系　 □ブラック　 □ステンカラー　 　 □

□コート ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） 　 □□着色塗料

建物の構造種別

□鉄骨造

□鉄筋コンクリート 造

□鉄骨鉄筋コンクリート 造

層間変異量（ ｈ ＝支点間距離）

※±（ １ ／１ ０ ０ ） ×ｈ 以上

状態

□
※±（ １ ／２ ０ ０ ） ×ｈ 以上

□ 　 シーリングは補修程度

支点間距離（ ｈ ） たわみ量

※±（ １ ／１ ５ ０ ） ×ｈ 　

状態

※各部の破損、 残留変形※４ ｍ以下

かつ絶対量２ ㎝以下
□□４ ｍを越える

種類

※コンクリート の種類

※コンクリート の設計基準強度（ Ｆ ｃ ）

※所要スランプ

※所要気乾単位容量質量
※単位数量の最大値

※補強鉄線

品質

※「 共仕」 表１ ７ . ３ . ２ による　 　 □

※３ ０ Ｎ／mm2　 　 　 　  　 □

※８ ㎝以下　 　 　 　 　 　 　 □

※１ . ９ ｔ ／㎡以下 　 　 　 □
※１ ８ ０ ㎏／㎡　 　 　 　 　 □

※ＳＤ２ ９ ５ Ａ　 　 　 　 　 □

※径３ . ２ ㎜  　 　 　 　 　  □

※鉄筋の種類

施工部位

※ファスナー部

※パネル目地部

※層間ふさぎ

種類 規格等

※取付けブラケッ ト

建物の構造種別

□鉄骨造

□鉄筋コンクリート 造

□鉄骨鉄筋コンクリート 造 □

※±（ １ ／２ ０ ０ ） ×ｈ 以上

状態

厚さ(㎜)

※１ ５ 　

□１ ２

□１ ８
※１ ５

   以上

工法

□接着工法

材料

□モザイク □

□

□ブナ
※なら

樹種 大きさ(㎜)

       （ 直張用）

□

※有

□無

※有

□無

□無

仕上げ等・ 厚さ（ ㎜）
□9. 5（ 準不燃） 　 ※12. 5（ 不燃）

□15（ 不燃）

※9. 5（ 準不燃） 　 ※12. 5（ 不燃）

□15（ 不燃）

品質(規格品)
JI S A 6901

※9. 5 JI S A 6901
JI S A 69019. 5

9. 5

JI S A 6901

JI S A 6901

JI S A 6301□普通： 　 　 ※９ 　 　 □１ ２ 　 □

□１ ５ 　 □２ ０ 　 □２ ５

□１ ５ 　 □２ ０ 　 □２ ５

□

□６

※1. 2

４
□

JI S A 5430

JI S K 6903

□立体模様： ※１ ２ 　 □１ ５ 　 □１ ９ 　

厚さ（ ㎜）
□

板厚さ： ※4. 0　 □
板厚さ： ※4. 2　 □

そば包み：

□

施工箇所

天井・ 壁

壁紙の種類

□□□ □ □
※１ 級　 □　 級

※１ 級　 □　 級

※１ 級　 □　 級

※１ 級　 □　 級

□塗料材料： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） 　 □焼付方法： （ 　 　 　 　 　 　 ）

※部材の脱落、 ガラスの

　 破損及び主要部材に有害
　 なひずみが起こらない

　 有害な変形が起こらな

　 いこと

　 シーリングは補修程度
　 なひずみが起こらない

　 破損及び主要部材に有害

※部材の脱落、 ガラスの※±（ １ ／１ ０ ０ ） ×ｈ 以上

□

層間変異量 (ｈ ＝支点間距)

　 　

色
※標準色

□

※標準色

仕上げ塗料
※平滑仕上げ

□防滑仕上げ

※平滑仕上げ

下地材

□木部 不透明塗料塗
透明塗料塗

※Ａ種　 　 　 □Ｂ種
□Ａ種　 　 　 ※Ｂ種

□Ａ種　 　 　 □Ｂ種　 　 　 ※Ｃ種

※Ａ種　 　 　 □Ｂ種　 　 　 □Ｃ種

□Ａ種　 　 　 ※Ｂ種

□Ａ種　 　 　 ※Ｂ種

※Ａ種　 　 　 □Ｂ種
□Ａ種　 　 　 ※Ｂ種

□鉄鋼面

□亜鉛めっき鋼面

□モルタル及びプラスター面

□コンクリート 、 ＡＬ Ｃパネル面

□石膏ボード 及び 継目処理工法の場合
　 その他ボード 面 その他の場合

　 及び押出成型セメント 板

素地ごしらえの種別

－

－

－

下地材
□鉄鋼面

塗料の種別
※Ａ種　 　 □Ｂ種

□Ａ種　 　 ※Ｂ種

見え掛り部分

見え隠れ部分

－

－

塗料塗の種別
－

－

※Ａ種　 　 　 □Ｂ種

□Ａ種　 　 　 ※Ｂ種
□亜鉛めっき鋼板

鋼板建具

その他

屋内

屋外

※Ａ種　 　 □Ｂ種

※Ａ種　 　 □Ｂ種　 　 □Ｃ種

□Ａ種　 　 □Ｂ種　 　 ※Ｃ種

塗料

□ＳＯＰ ※表１ ８ . １ ４ . ３
             による

木部
鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

木部□ＣＬ クリアーラッカー塗

□Ｆ Ｅ フタル酸樹脂 木部

        エナメル塗
□Ｖ Ｅ 塩化ビニル樹脂 屋内のコンクリート 、

        エナメル塗

□Ａ Ｅ アクリ ル樹脂

塩化ビニル樹脂

屋外のコンクリート 、

２ 液形ポリウレタン

        エナメル塗

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

コンクリート 面、

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

コンクリート 面、

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

コンクリート 面、

□Ｅ Ｐ

多彩模様塗料塗

亜鉛めっき鋼面

鉄鋼面、 鋼製の建具

コンクリート 、 モルタル、

鉄鋼面、 亜鉛めっき鋼面

コンクリート 、 モルタル、

木部□ＵＣ

モルタル面等

モルタル面等

押出成形セメ ント 板

押出成形セメ ント 板

押出成形セメ ント 板

石膏ボード 等

石膏ボード 等

種別

□Ａ 種　 　 ※Ｂ種

□Ａ 種　 　 ※Ｂ種

□Ａ 種　 　 ※Ｂ種
□Ａ 種　 　 ※Ｂ種

□Ａ 種　 　 ※Ｂ種

□Ａ 種　 　 ※Ｂ種

□Ａ 種　 　 ※Ｂ種

※表１ ８ . ４ . １ による
□Ａ 種　 　 ※Ｂ種

※表１ ８ . ４ . ３ による

※表１ ８ . ９ . １ による

※表１ ８ . ９ . ２ による

※表１ ８ . ９ . ３ による

□Ａ 種　 　 ※Ｂ種

□Ａ 種　 　 ※Ｂ種

□Ａ 種　 　 ※Ｂ種

※表１ ８ . １ ０ . １ による

※表１ ８ . １ ４ . １ による

※表１ ８ . １ ４ . ２ による

※表１ ８ . １ ４ . ３ による

※表１ ８ . １ ０ . ２ による

※表１ ８ . １ ０ . ３ による

※表１ ８ . １ １ . １ による

※表１ ８ . １ １ . ２ による

※表１ ８ . １ １ . ３ による

アクリルシリコン□２ -Ａ ＳＥ

□２ -ＵＥ

□２ -Ｆ ＵＥ

□Ｅ Ｐ -Ｇ

□Ｅ Ｐ -Ｍ

□Ｅ Ｐ -Ｔ

    樹脂エナメル塗
常温乾燥形フッ素

   樹脂エナメル塗

つや有合成樹脂エマ
ルジョ ンペイント 塗

合成樹脂エマルジョ
      ンペイント 塗

　

木部オイルステイン塗

マスチック塗材塗

□ＯＳ

□

凸面処理仕上げ

□ アクリ ル樹脂系
非水分散形塗料塗

□ 屋内水系塗料塗 木部、 鉄鋼面、

亜鉛めっき鋼面

□Ａ 種　 　 ※Ｂ種コンクリート 、
モルタル等

※表１ ８ . １ ７ . １ による

□Ａ 種　 □Ｂ種　 □Ｃ種

□有り 　 □無し

※表１ ８ . １ ９ . １ ～３
　           　 　 による

　 　 　 　 ワニス塗
ウレタン樹脂

合成樹脂エマルジョ
    　 ン模様塗料塗

塗付量
※プライマー塗の上主剤２ 回塗とし

　 総塗付量0. 5ｋ ｇ ／㎡以上とする
　

材質

□セメント 系塗り床材

材質

※水性アクリル樹脂系
               塗料

□

□
※標準色

色 仕上げ塗料

※コーティ ング

□
（ ローラー刷毛塗） 　 0. ２ 5ｋ ｇ ／㎡以上とする

※主剤２ 回塗とし、 総塗付量は

塗付量

厚さ（ ㎜）

※発泡層のないもの

□発泡層のあるもの □無地　 　

工法
□突付け

□熱溶接

□突付け

□熱溶接

厚さ（ ㎜） 　
※２ . ５ 　 　 □２ . ０

□

※２ . ５ 　 　 □２ . ０

□

色柄
※無地　

□柄物

※柄物

Ｊ Ｉ Ｓ の記号
※ＮＣ　

□

種類

※コンポジショ ンビニル床タイル

□ホモジニアスビニル床タイル

※半硬質

□硬質

Ｊ Ｉ Ｓの記号

ＣＴ

ＣＴ Ｓ

ＨＴ

厚さ（ ㎜）

※２ . ０ 　 　 □

※２ . ０ 　 　 □

※２ . ０ 　 　 □

種類
※コンポジショ ンビニル床タイル

□ホモジニアスビニル床タイル

□

厚さ（ ㎜）
□

□

□

性能
※体積抵抗値（ Ｊ Ｉ ＳＫ６ ９ １ １ による）

1. 0×１ ０ ９ Ω以下又は漏洩抵抗値

(Ｊ Ｉ ＳＡ　  1. 0×１ ０ １ ０Ω未満

種類
□

厚さ（ ㎜）
□

材種

※軟質　 　 □硬質

高さ（ ㎜）

※６ ０ 　 □７ ５ 　 □１ ０ ０ 　 □

厚さ（ ㎜）

□Ａ種　
　 （ 下敷き材を敷く ）

種別

□Ｂ種

□Ｃ種

□
織り方 パイルの形状

□
帯電性
※３ ｋ Ｖ以下

□

※クリッパー工法
工法

□

パイルの形状
□

パイルの長さ(㎜)
□ ※３ ｋ Ｖ 以下　

帯電性

□

工法
※クリッ パー工法(下敷き材を敷く )

□全面接着工法

□
工法
※全面接着工法　 　 　

□

□ラバー無し
ラバー帯電性

※３ ｋ Ｖ以下　 　

□ □ラバー付（ 厚さ　 　 　 ㎜）

工法

※全面ピールアップ

□

帯電防止

□無

□有※６ . ５

総厚さ（ ㎜）

□７ . ０

□

□

※500×500

寸法（ ㎜）パイルの形状種別

※１ 種

□２ 種

□カッ ト パイル

※ループタイプ   接着工法

塗床材の種類

□弾性ウレタン塗床材

□エポキシ樹脂塗床材

仕上げの種類

※平滑仕上げ　 □防滑仕上げ　 □艶消し仕上げ

□薄膜流し展べ仕上げ
□厚膜流し展べ仕上げ（ ※平滑　 □防滑）

□樹脂モルタル仕上げ（ ※平滑　 □防滑）

□防滑仕上げ

塗り厚（ ㎜）

※２ . ０ 　 □

※１ . ０ 　 □

種類

□釘止め

□ﾓﾙﾀﾙ

 埋込工法

工法 材料

※フローリング

　 　 　 ブロック

□フローリング
　 　  工法  ボード (根太張用)

□複合

  フローリング
 　  （ 根太張用）

樹種

※なら

□ブナ

□
※なら　

□

□Ａ種

□Ｂ種
※Ｃ種 □

※１ ２ 　

□ (ウレタン樹脂ワニス Ｂ種） 　

　      （ 直張用）

□複合

    フローリング

       （ 直張用）

□単層

    フローリング

      パーケッ ト

※

303×303

□
※７ ５

□

□

※300以上

※

303×303

※有
仕上げ塗装の有無等

□行う 　 　 □行わない

※Ｃ種の場合、 防湿処理：
□

※無

※無
□無

※有

仕上げ塗装の有無等大きさ(㎜)

(ウレタン樹脂ワニス Ｂ種） 　

(ウレタン樹脂ワニス Ｂ種） 　

(ウレタン樹脂ワニス Ｂ種） 　

□フローリング裏面の緩衝材： ※無し   □有り(※合成樹脂発泡シート  □）

□ブナ

※なら　※８ 以上

□ □

※７ ５ 以上

□

□□

□１ ８

□１ ２

※１ ５
厚さ(㎜)

種類
□石こう ボード

□石こう ラスボード

□化粧石こう ボード

□シージング石こう ボード

□不燃積層石こう ボード

□ロッ クウール

　 　 　 　 化粧吸音板
□無石綿ケイ酸カルシウム板

□木毛セメント 板

□メラミ ン樹脂化粧板
□パーティ クルボード

□化粧ケイ酸カルシウム板

※天井

※壁

※内部用

□軒天用

□硬質

□普通

□ト ラーバーチン模様： 　 ※12. 5　

□木目模様： 　 　 　 　 　 　 ※12. 5　

□化粧無（ 下地張り用)： ※9. 5（ 不燃）

□化粧有（ ﾄﾗﾊ゙ ﾁーﾝ模様)： ※9. 5(不燃）

※12. 5（ 不燃）

種類
□難燃合板

※不透明塗料塗の場合

□特殊合板

表面の品質
※透明塗料塗の場合

□天然木化粧合板

□特殊加工化粧合板

種別

□
化粧単板樹種：

仕上げ材：

※ラワン合板程度

□

※しな合板程度

化粧単板厚： ※0. 3未満

防火性能

又は材料単価 円／㎡）

品質（ 参考商品名又は

紙 織物 科学繊維 無機質ビニ-ル

※１ 級　 □　 級1000円/㎡程度

※ウレタン樹脂系塗料

　

　　

※９ )駆体付け金物の取付け位置の寸法許容差：
※「 標準仕様書」 表１ ７ . ２ . ２ による　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
※10)カーテンウォール部材の取付け位置の寸法許容差：

※11)耐風圧性能（ 性能値） ： 　

□12)水密性： 　 □Ｗ－４ 　 　 　 □Ｗ－５
□13)気密性： 　 □Ａ －３ 　 　 　 □Ａ－４
□14)耐火性能： 　 □適用しない　 　 　
                 □適用する： （ 　 　 時間） （ 施工箇所： ※図示　 □　 　 　 　 　 ）

□15)耐震性能： 　
□設計用震度： 　 （ 水平方向（ ＫＨ） ： 　 ※１ . ０ 　 　  □　 　 　 　 　 　 　 　 ）
          　     （ 垂直方向（ ＫＶ ） ： 　 ※０ . ５  　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 ）

□１ ６ )主要部材のたわみ：

※１ )コンクリート の種類及び品質：

※２ )シーリング材の種類：  ※「 標準仕様書」 表９ . ６ . １ による　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　  □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ）
□３ )断熱材： 　 ※適用しない　 　 　
 　 　 　 　 　 　 　 □適用する： （ 種類． 厚さ： 　 ※図示　 　 □　         　 　   ）
※４ )取付け用金物： 　 ※カーテンウォール製作所の仕様による　 　 　
　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
□５ )ゴンド ラ用ガイド レール： 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
※６ ） 製品の見え掛かり部分の寸法許容差：
□「 標準仕様書」 表１ ７ . ２ . １ による
※製作所標準製作規定寸法許容差による
□７ ） 表面仕上げ： 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
※８ ） カーテンウォール部材の取付け位置の寸法許容差：
※「 標準仕様書」 表１ ７ . ３ . ２ による　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

□９ )耐火材料：

□10)耐風圧性能（ 性能値） ： 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □突付け工法　 　 　 　 □目隠し工法

［ 19. 7. 2］

□８ )アルミ ニウム製の場合の表面処理：

［ 17. 2. 5］

［ 17. 2. 5］

［ 17. 1. 3］
※「 標準仕様書」 表１ ７ . ２ . ３ による　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 に対し安全であること
※建築基準法施工令第８ ７ 条及び建設省告示第１ ４ ５ ４ 号に定められた風圧力

　 正圧（ 　 　 ） Ｎ／㎡以上及び負圧（ 　 　 ） Ｎ／㎡以上に対して安全であること

［ 17. 1. 3］
［ 17. 1. 3］
［ 17. 2. 5］

［ 17. 1. 3］

［ 17. 3. 2］

［ 17. 3. 2］

［ 17. 3. 2］

［ 17. 3. 5］

［ 17. 3. 3］

［ 17. 3. 3］

［ 17. 3. 5］

［ 17. 3. 7］

　 して安全であること
※建築基準法施工令第８ ７ 条及び建設省告示第１４ ５ ４ 号に定められた風圧力に対

　 正圧（  　 　 ） Ｎ／㎡以上及び負圧（ 　  　  ） Ｎ／㎡以上に対して安全であること

□設計用震度： 　 　 （ 水平方向（ ＫＨ） ： 　 ※１ . ０ 　  □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
  　     　         （ 垂直方向（ ＫＶ） ： 　 ※０ . ５ 　  □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

 １ .  一般事項

※２ )塗料はＪ Ｉ Ｓ認定工場の製品とする

とする
※１ )防火材料の指定がある場合は、 建築基準法に基づく 防火認定表示のあるもの

［ 18. 1. 3］

※３ )中塗り及び上塗りの色は、 各層の色を変えて塗る

とする
※４ )室内で使用する場合のホルムアルデヒド放散量は図示なければ、 Ｆ ☆☆☆☆

 ７ .  防塵塗料塗 ※材料：

※下地材と塗料種別： ［ 18. 2. 2］ ［ 表18. 2. 1～18. 2. 7］

 ３ .  錆止め塗料塗 ※下地材と塗料種別及び塗料塗の種別： ［ 18. 3. 2］ ［ 表18. 3. 1～18. 3. 4］

※屋内： 　 ※１ 種　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
※屋外： 　 ※２ 種　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） 　 　 　 　 ４ .  合成樹脂調合

ペイント 塗（ ＳＯＰ ）
 　 　 　 　 塗料の種別

［ 18. 4. 2］

仕上げ塗料塗の種別： ５ .  仕上げ塗料塗 ［ 18. 4. 3］ ［ 表18. 4. 1～18. 18. 1］

 ６ .  床用塗料塗 ※材料：

□品質（ 参考商品） ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ）

□品質（ 参考商品） ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　    　 ）

　

　

※１ )接着剤：

□（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
※②ゴム系タイル用接着剤：

□２ )ビニル床シート 張り：

□品質（ 参考商品） ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

□３ )ビニル床タイル張り：

□品質（ 参考商品） ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

□４ )帯電防止床タイル張り：

□品質（ 参考商品） ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

□５ )ゴム床タイル張り：

□品質（ 参考商品） ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

□６ )ビニル幅木： 　

□１ )織じゅう たん：

□品質（ 参考商品） ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

 ２ .  カーペット 敷き

□２ )タフテッド カーペット ：

□品質（ 参考商品） ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

□品質（ 参考商品） ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

□３ )ニードルパンチカーペット ：

□品質（ 参考商品） ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

□４ )タイルカーペット ：

□品質（ 参考商品） ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
□タイルカーペット の敷き方： 　 （ 平場： 　 　 ※市松敷き　 □　 　 　 　 　 　 ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 階段部分： ※模様流し　 □　 　 　 　 　 　 　 ）

□５ )下敷き材： 　 □無し

□６ )見切り、 押さえ金物： 　 材質（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 種類（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 形状（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

※種類： ３ .  合成樹脂塗床

□品質（ 参考商品） ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

                 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　  ）
                 ※Ｊ Ｉ ＳＬ ３ ２ ０ ４ （ 反毛フェルト ） の第２ 種２ 号、 呼び厚さ８ ㎜
 　 　 　 　 　 　 　 　 □有り： 　 （ 施工場所： 　 ※図示による　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

※Ｊ Ｉ ＳＡ５ ５ ３ ６ により、 種別は「 標準仕様書」 表19. 2. 1による施工箇所に応じたもの

※Ｊ Ｉ ＳＡ５ ５ ３ ６ により、 種別は「 標準仕様書」 表19. 2. 2による施工箇所に応じたもの

□（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

 １ .  ビニル床
　  シート ､ビニル床
　  タイル及びゴム
   床タイル張り

※①ビニル床シート 及びビニル床タイル用接着剤：

※１ )種類：
□単層フローリング： 　 □フローリングボード 　 　 □フローリングブロック

□複層フローリング： 　 □複合１ 種フローリング　 □複合２ 種フローリング
                      □モザイクパーケット

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □複合３ 種フローリング

□縁甲板

□２ )複合フローリングのホルムアルデヒド の放射量： ※Fc0　 　 □Fc1　 　 □Fc2

□３ )工法：

             張り
 ４ .  フローリング

 ５ .  畳敷き

 ６ .  石こう ボード 、
その他ボード 及び
合板張り

※１ )種類及び品質等：

※畳の種別： □Ａ種　 　 □Ｂ種　 　 □Ｃ種
　 　 　 　 　 　 □Ｄ種（ 　 　 　 　 ） 　 □（ 　 　 　 　 　 　 ）

□①石こう ボードの目地処理： 　 □継目処理工法　 　 　

□２ )合板の種類：

 ７ .  壁紙張り

□合板類の張付け種別： 　 □Ａ 種　 　 　 ※Ｂ種

※１ )種類：

□２ )素地ごしらえ（ 「 標準仕様書」 表１ ８ . ２ . ７ による） ：

［ 19. 5. 2］

［ 19. 5. 2］

［ 19. 5. 3～19. 5. 7］ ［ 表19. 5. 1～19. 5. 4］

［ 19. 6. 2］ ［ 表19. 6. 1］

［ 19. 7. 2～19. 7. 3］ ［ 表19. 7. 1］

□②遮音シール材：  ※アクリル系シーリング材　 　 □ジョ イント コンパウンド
［ 表 9. 6. 1］

［ 表19. 7. 3］

［ 19. 8. 2］

［ 19. 8. 2］

［ 19. 8. 2］
□①モルタル、 プラスター面： 　 □Ａ種　 　 ※Ｂ種
□②石こう ボード 面： 　 　 　 　 　 □Ａ種　 　 ※Ｂ種

□３ ） 湿気の多い場所、 外壁面内の石こう ボード 直張り下地等の場合、 防かび剤

入り接着剤、 防かび剤入りシーラーの使用有無：
　 ※使用する　 　 　 □使用しない

□11)耐震性能： 　

［ 19. 3. 3］

［ 19. 4. 3］ ［ 表19. 4. 3～19. 4. 7］

［ 19. 3. 3］

［ 19. 3. 4］

［ 19. 3. 3］ ［ 表19. 3. 2］

［ 19. 3. 3］ ［ 表19. 3. 2］

［ 19. 3. 3］ ［ 表19. 3. 2］

［ 19. 2. 2］

［ 19. 2. 2］

［ 19. 2. 2］

［ 19. 2. 2］

［ 19. 2. 2］

［ 19. 2. 2］

［ 19. 2. 2］

［ 19. 3. 3］ ［ 表19. 3. 1］ ［ 表19. 3. 2］

 ２ .  素地ごしらえ

１８　塗 装 工 事 １９　内 装 工 事

 ２ .  ＰＣカーテン
         ウォール
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□

□

（ 箇所）
数形状

□防臭型

□
□防臭型

□防水防臭型

□

□1, 500ｋ ｇ 以上

□

□

□500ｋ ｇ 以上

（ 破壊荷重）

安全荷重 寸法

（ ㎜）

□

□

形状
□グレーチング型

□グレーチング型

□パンチングメタル
□

溝幅
※図示

□

※図示
□

耐荷重
□Ｔ －１ ５

□Ｔ －５

□

□Ｔ －５
□

材質
□溶融亜鉛めっき製

□ステンレス製

□

□アルミ ニウム製
□ステンレス製

寸法 長さ

（ ｍ）

踏み子

※＠400、 φ32 □

支持金物

（ ＠　 ㎜）幅（ ㎜）

降下機構
※煙感知器連動及び

手動解放装置

（ 埋込型）

□

備考
ガイド レール

※固定式（ 壁埋込型）

□可動式（ 天井収納型）

表面仕上げ
※天井材張り

□□

□８ ０ ０
※５ ０ ０

□

□８ ０ ０

※５ ０ ０
高さ（ ㎜）材種

※不燃布

（ 不燃認定品）

□

□鋼板
□アルミ 製

□

鍵の
有無

□有
□無

□有

□無

（ ノ ンスリップ仕様）

タイヤ又は合成タイヤ入り

材種

※ステンレス製(SUS304） ビニル

□　

形状

※図示による
□

□３ ５
□５ ０

□

※有り
□無し

取付方法

※接着工法
□埋込工法

種類

□黒板

□ホワイト ボード

□焼付け黒板

□研ぎ出し黒板

表面の色 枠材

□

□
※アルミ ニウム合金製

※緑

□
－－

遮音性

□

仕上げ

□

表面材種類

□ □

部位

□屋内用

□屋外用

形式

□独立型

※壁掛型

□独立型

※壁掛型

枠の材質

※ステンレス製

□アルミ 製

※ステンレス製

□アルミ 製

表面仕上げ

※樹脂シート 貼り

□ラシャ貼り
□ラシャ貼り

※樹脂シート 貼り

□ラシャ貼り

□

□

箇所数 寸法（ ㎜）

□

□

種類

※ギヤ式

□コード 式

スラット の材種

※アルミ ニウム合金製

□銅製

スラッ ト 幅

（ ㎜）

ヘッド ボックス

の材質

ボト ムレール

の材質

※鋼製

□

※鋼製

□

※２ ５

□３ ５
□５ ０

開閉操作方式

□手動

□電動

スラッ ト 幅（ ㎜）操作方法

※２ 本操作コード 式

□

□焼き付け塗装仕上げの

スラット の材種

□防炎性能認定表示がある
　 アルミ スラット

　 クロススラット

□

□１ ０ ０

施工箇所

□

ひだの種類

□フランスひだ（ 三つひだ）

□つまひだ（ 二つひだ）

□片ひだ

□ブレーンひだ

□箱ひだ

開閉操作

方式

□手引き

□ひも引き
□電動

形式

□シングル

□ダブル

□片引き

□引分け

名称・ 品質

□

□暗幕用カーテンの重なり ： ※３ ０ ０ ㎜以上
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □

□防煙性能（ 認定表示） ： 　 ※有り　 □無し

材料

※岩綿吸音板

□

厚さ

（ ㎜）

□１ ５

□１ ２
□

□ライン

□クロス
□口型

方式 バー材質

※アルミ 押出型材

□鋼板ロール成形部材

点検口

数（ 箇所）

□

□

※６ ０ ０ ×６ ０ ０

大きさ（ ㎜）

材質
※アルミ ニウム製

□

鍵の有無
□有

□無

※野縁タイプ

□目地タイプ

□一般タイプ
形状

□気密タイプ

数（ 箇所）
□

寸法（ ㎜）
□450×450

※600×600

□450×450

材質

※アルミ ニウム製
□ステンレス製

□鋼製

種類

□450×450
※600×600

□450×450

□

数（ 箇所） 形状

□一般型
□密閉型

□屋内外用
□屋内用

鍵の有無

□有
□無

        状

種類

□ボード 状 □ロックウール

□グラスウール

□ポリエチレン

□２ ５

厚さ(㎜) 規格(JI S）

□５ ０

Ａ  9504

□２ ５
□５ ０

□２ ５

□５ ０

Ａ  9504

Ａ  9511

Ａ  9511□２ ５
□５ ０

□硬質ポリウレタン

□ポリ スチレン

□ポリスチレン

            複合板

□２ ５

□５ ０

□
□

Ａ  9511

Ａ  9521

Ａ  6301

Ａ  9521
Ａ  9504

□５ ０
□１ ０ ０

Ａ  9526

□フェルト □５ ０

□１ ０ ０

※硬質ウレタン□現場発泡

□断熱材兼用型枠

□１ ５

□２ ０

※４ ０
   以下

□品質（ 参考商品） ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

□２ ） 防湿材の種類と性能：

種類 性能

※農業用ポリエチレンフイルム

□包装用ポリエチレンフイルム
※張り 合わせアルミ ニウムはく

規格(JI S）

Ａ  6781

Ａ  1702
Ａ  1502

厚さ(㎜)

※０ . １ ５

□
□□アルミ ニウムはく

□ポリエチレンフィ ルム（ シート ）

□ポリエチレンフィ ルム（ シート ）

種類

□アルミ ニウムはく

規格(JI S）

Ａ  6781
Ａ  1702

Ａ  1502

□

□

□製造所： 　 建設技術評価　 「 建築物の断熱材兼用型枠工法の

　 　 　 　 　 　 開発」 において、 評価を取得したもの

※断熱抵抗＝厚さ／熱伝導率

=0. 676以上(ｔ ・ ㎡・ ｋ ｌ ／ｗ)

□難燃性： 　 ※３ 級　 　 □２ 級

※７ ０ ｋ ｇ ／ｍ３

□

□ （ ４ ０ ｋ ｇ ／ｍ３）
※２ 号２ ４ ｋ （ ２ ４ ｋ ｇ ／ｍ３）

□石こう ボード 製品
□ラワン合板２ 類

□繊維強化セメント 板

□３ 種ｂ (ｽｷﾝ層付) (接地部分)

性能

※保温板２ 号

※保温板２ 号　 ３ ２ ｋ

※発泡プラスチック保温板

※保温材１ 種３ 号

□２ 種ｂ

          フォーム

          フォーム

          フォーム

□グラスウール

　 　 　 　 　 　 マッ ト
□グラスウール

　 　 　 　 　 　 マッ ト

          フォーム

性能

※農業用ポリエチレンフイルム
□包装用ポリエチレンフイルム

※張り合わせアルミ ニウムはく

※０ . １ ５
厚さ(㎜)

□アルミ ニウム製

□硬質塩ビ製

幅(㎜)

※２ ０ ０

□１ ０ ０
※３ ０ ０

□１ ０ ０

材質 表面仕上げ

※焼付け塗装品
□アルマイト 処理品

※塗装品

□木目調

性能

※準不燃品

備考

の標準品とする
※廻り縁樋付とし､製造所

施工箇所

構成材

寸法（ ㎜）

床高さ（ ㎜）
表面仕上げ材

積載荷重（ Ｎ／㎡）

水平方向震度（ ＫＨ）

グリル箇所
配線用切欠き（ 枠共）

予備パネル

予備支柱

備考

□

□

□

□
□

□

□

□
□

□

□

□

箇所
箇所

枚

本

□

□

□

□
□

□

□

□
□

□

□

箇所

箇所

枚

本

施工箇所

構成材

寸法（ ㎜）
床高さ（ ㎜）

表面仕上げ材

積載荷重（ Ｎ／㎡）

予備パネル
予備支柱

備考

□

□

□
□

□

□

□
□

□

□

□

□
□

□

□

□
□枚

本
枚

本

構造形式

※パネル式

□スタッド 式
□スタッド パネル式

※耐火構造

構成材

※鋼製

□

パネル表面仕上げ

※メラミ ン樹脂塗料又はアク

リル樹脂塗料焼付塗装 □無し

□有り

認定

不燃材料の 遮音性

□

フラッ ト エンド幅(㎜）

□8

SUS(HL)

書体

□

□

□ □

□

□ SUS(HL)

□

箇所数 材質・ 厚さ（ ㎜）
※アクリル板

（ ※５ 　 □　 　 ）

□

□3

□3

□室名札
区分 該当室

□居室

□

□倉庫類

□

□

ピクト グラフ

□

形状

取付形式 □

※図示による　 　 □

□ □ □

□

※アクリル板

SUS(HL)

□便所　

□湯沸室
□

※カッ テング

大きさ(㎜)
□

□
        シート

□

印刷等の種別
※シルクスク

 リーン印刷

□

※

ゴシック

□有

内部照明

□無

□有

□無

部位

屋内

材質

※鋳鉄製マンホール蓋
□

※鋳鉄製マンホール蓋

□

屋外

備考蓋幅（ ㎜）
□

□

□

溝幅（ ㎜）
□

□

□

材質
□アルミ ニウム製

□ステンレス製　 　 　

□スチール製

□

□
施工箇所

□

□

施工箇所
□

□

 ※有（ ステンレス製

安全保護かご

            φ700程度)

横バンド 1. 5×50　 ＠600
縦φ22×1. 2　 ＠300程度）

□無

□

材種

□

研磨仕上げ

※ステン

      レス製

※４ ０ ０

材種
□ステンレス製

□合成ゴム製

□塩ビ製
□プラスチック製

□

品質（ 参考商品名）形状
□

箇所数
□

寸法（ ㎜）
□

品質（ 参考商品名）形状

□

箇所数

□□

寸法（ ㎜）

□合成ゴム製

□

材種

材質

※網入り磨板ガラス
□

厚さ（ ㎜）

□

高さ（ ㎜）

□

備考

※アルミ 製枠付
□

種類

□垂直降下式

（ 巻取り型）

□回転降下式

材種

※アルミ ニウム合金製

□

形式

※テーパー型

□同一断面型

操作方式

□ロープ式

□ハンド ル式

地上高さ

□　 　 　 ｍ

備考

※防音型を採用

　 ８ .  断熱・ 防露 ※１ )断熱・ 防露材の種類及び性能：

□２ )防湿材の種類と性能：

□品質（ 参考商品） ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

 ９ .  浴室天井材

 10.  共通事項
ホルムアルデヒド 放散量は特記による。 特記なければ、 Ｆ ☆☆☆☆とする

 １ .  フリーアクセス
           フロアー

※材種及び性能：

※点検工具一式を納品する

※１ ） 材種及び性能： ２ .  ＯＡ フロアー

※点検工具一式を納品する

※１ )材料及び性能：

□３ )ハンガーレール取付け下地の補強：

※１ )パネル表面材： □ポリエステル樹脂系化粧板　 　 □メラミ ン樹脂系化粧板

　 　 　 　 　 　 　  □脚金物タイプ

 ５ .  ト イレブース

 ６ .  階段滑止め ※材料及び工法：

※１ )材質： 　 ※ステンレス製　 　 □黄銅製　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） ７ .  床目地棒

 ８ .  黒板及び
　 　 ホワイト ボード

※材料：

※２ )枠材： 　 ※ステンレス製　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
※１ )厚さ（ ㎜） ： 　 ※５ 　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 ） ９ .  鏡

10.  表示標識 □１ )ガラススクリーンに対する対人衝突防止表示： 　
形状： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
寸法： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
材質： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

□２ )非常用進入口等の表示（ 市販品） ： 　 □適用する　 　 　 □適用しない
□３ )区分及び材料： 　

□４ )事業名表示板：
□①材質： 　 アクリル板 (ｱ)５ ㎜（ 白色）
（ 大きさ： 　 ※９ ０ ０ ×６ ０ ０ 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 ）
□②文字： 　 カッテングシート 貼り（ 文字数・ 大きさは別途指示による）

※材料： 11.  掲示板

　

 16.  プレキャスト

 17.  間知石及び

 18.  システム天井

　

　

［ 20. 2. 14］ ［ 表20. 2. 1］

□２ )縦型ブラインド ： 　

□２ )ブラインド ボックスの材質・ 寸法：
※ 図示による

□市販品： 　 ※アルミ ニウム製　 押出型材　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

□３ )ボックス裏側に硬質ウレタンフォーム(ｱ)２ ５ ㎜吹付け

□１ ） 操作方法： 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
□２ ） 材質・ 箇所数： 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
□３ ） 品質（ 参考商品名） ： 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

 14.  ロール

※１ ） カーテンの材質：

□２ )カーテンレールの材質： 　 ※アルミ ニウム製　 　 　 □ステンレス製
□３ )カーテンボックスの材質･寸法：

※図示による

□（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
□４ )ボックス裏側に硬質ウレタンフォームァ２ ５ ㎜吹付け

□１ )補強鉄筋： 　 ※径３ . ２ ㎜以上　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
□２ )コンクリート の設計基準強度（ Ｆ ｃ ） ：

※水セメント 比６ ５ ％以下、 単位セメント 量の最小値２ ８ ５ ｋ ｇ ／ｍ３

　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 ）
□３ )配筋： 　 　 　 ※図示による　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ）
□４ )取付方法： 　 ※図示による　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ）

□１ )間知石：
□①材種： 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
□②積み方： 　 ※谷積み　 　 　 □布積み
□③目地の材種･厚さ： 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

□２ )コンクリート 間知ブロック：
□種類： 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

※１ ） 種類：

□１ )天井点検口：

※材種： 　 ※アルミ ニウム製　 　 　 □塩ビ製　 　 　 □木製 19.  天井見切材

 20.  点検口

□２ )床用点検口：

［ 19. 9. 2～19. 9. 3］

※材料（ 市販品） ：

［ 20. 2. 2］

□品質（ 参考商品名） ： 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ）

 ３ .  可動間仕切 ※１ )形式及び材料： ［ 20. 2. 3］
　 (パーティ ショ ン）

 ４ .  移動式間仕切 ［ 20. 2. 4］

［ 20. 2. 5］

［ 20. 2. 6］

［ 20. 2. 7］

［ 20. 2. 8］

［ 20. 2. 9］

［ 20. 2. 10］

 12.  煙突
　 　 　  ライニング

□１ )材料： ※ゾノ ライト 系ケイ酸カルシウム及び心材付き繊維積層ランニング材
　 　 　  　 　 　 □

［ 20. 2. 11］

 13.  ブラインド □１ ） 横型ブラインド ： ［ 20. 2. 12］

　 　 　 　 　 　 （ 大きさ： 　 ※９ ０ ×１ ５ ０ 　 □１ ２ ０ ×１ ５ ０ 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 ） 　
□（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

［ 20. 2. 13］
に補強する

※ 全重量の５ 倍以上の荷重に対して使用上支障のない耐力及び変形量となるよう

□２ )パネル内に取り付ける建具の寸法、 形状：

 　 　 　 　 　 　 　 　 　  □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

□２ )圧接装置の操作方法　 ： 　 (　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ）

□４ )あと施工アンカーの材質・ 寸法： 　 □(　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　    )
□(　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  )

※２ )脚部： 　 ※幅木タイプ　 （ 材質： 　 ※ステンレス製　 　 □　 　 　 　 　 　 　   ）

□３ )品質（ 参考商品名） ： 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   ）

□３ )上記以外及び工法： 　 ※製造所の仕様による　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　   ）
※ 図示による　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　     ）

□品質（ 参考商品名） ： 　 (　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　    )

□品質（ 参考商品名） ： 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   ）

□品質（ 参考商品名） ： 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   ）

□２ )形状･寸法（ ㎜） ： 　 □（  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   ）

□品質（ 参考商品名） ： 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   ）

□品質（ 参考商品名） ： 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

□２ )最高使用温度： 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   ）

□品質（ 参考商品名） ： 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　      ）

□品質（ 参考商品名） ： 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　     　  ）

　 　 　  スクリーン

 15.  カーテン及び
 　  カーテンレール

□品質（ 参考商品名） ： 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　      ）

□ 市販品： 　 ※アルミ ニウム製　 押出型材　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　    ）
　 　 　 　 　 　 （ 大きさ： 　 ※９ ０ ×１ ５ ０ 　 □１ ２０ ×１ ５ ０ 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 ） 　

［ 20. 3. 2］
［ 20. 3. 3］　 コンクリート 工事

(手摺、 段板、 ルー
          バー等)

　 　  コンクリート
 間知ブロック積み

［ 20. 4. 2］

［ 20. 4. 3］

［ 20. 4. 2］

□品質（ 参考商品名） ： 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   ）

□品質（ 参考商品名） ： 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　      ）

□品質（ 参考商品名） ： 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　      ）

 21.  マンホール ※材料：

□品質（ 参考商品名） ： 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

□１ )配管ピット ：

□品質（ 参考商品名） ： 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

□２ )排水溝蓋：

□品質（ 参考商品名） ： 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

□（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
※１)材料： ※ステンレス製（ ＳＵＳ３ ０ ４ ） 規格型： （ 内径： ※１ ０ ０ □)

□２ )箇所数： 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 ） 箇所

※材料： 　

 23.  屋上丸環

 24.  タラップ

 22.  ピット

□品質（ 参考商品名） ： 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

 25.  コーナ
　 　 　 　 　 ビート

※１ )材質： 　 　 ※ステンレス製　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
※２ )大きさ： 　 ※１ ０ ×１ ０ 　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

 26.  出隅コーナー
           カバー

※材料：

※材料： 　

□１ )固定式：

□２ )可動式：

□品質（ 参考商品名） ： 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

□１ )ベビーシート ：   ①材料：   ※規格品　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
                      ②台数： 　 （ 　 　 　 　 ） 台

□品質（ 参考商品名） ： 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
□２ )ベビーキープ： 　 ①材料： 　 ※規格型　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
                     ②台数： 　 （ 　 　 　 　 ） 台
□品質（ 参考商品名） ： 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

※材料： 30.  旗竿

 29.  ベビー
         シート 類

□品質（ 参考商品名） ： 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

※材種： 　 ※ステンレス製　 （ ※１ 組　 　 　 □　 　 組） （ ２ ヶ／組）
　  　 　 　  □黄銅製（ ホワイト ブロンズめっき仕上） （ 　 　 　 組） （ ２ヶ／組）

 31.  旗竿金物

        スト ッパー
 27.  ショ ック

 28.  防煙垂れ壁

□品質（ 参考商品名） ： 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ）

２０　ユニット及びその他工事

※使用する接着剤・ 塗料・ フローリング・ 合板・ ボード 類・ 壁紙・ 断熱材等の

  所要スランプは　 １ ２ｃ ｍ以下とする

SCALE図面名

工事名称

COMMENT 図面番号

承 認 検 図 製 図

(A3)
(A1)

令和６年度稲敷市立あずま東小学校玄関屋根上雨漏り修繕工事 A 05

S=NS

S=NS

特記仕様書 -5



　

項目

□浴室ユニット
□浴槽

※ＢＬ 部品
□ＢＬ 以外

※ＢＬ 部品

□ＢＬ 以外

種類・ 形状等 寸法

（ ㎜）

□高齢者対応型

□一般型Ｂ型
※一般型Ａ型

材 質

その他

□
□ＳＵＳ

□Ｆ ＲＰ

品質（ 参考商品名）

種類

□流し台

□ガス台

寸法（ Ｌ ＝　 ㎜） 適用内容

□1200　 □1500　 □1800　 　

□

※ト ラップ付

□600　 　 □700　 　 □
□ガステーブル

□電磁テーブル

□吊り戸棚

□水切り棚

□

□

※1200　 □900　 □600

※1200　 □900

※バッ クガード 有り

※ステンレス製

※１ 段　 □２ 段

種類

□埋込型

□壁掛け型

□床置き型

品質（ 参考商品名）箇所数

□□□有

□無

寸法（ ㎜）蓋の有無材種

□ステンレス製

□アルミ ダイギャスト 製

□鋼製

（ ｄ ｂ 以上） （ 参考商品名）
遮音性能 品質施工箇所

□
パネル
表面材種

□鋼板
□ラワン合板

パネル
表面仕上

□

厚さ
（ ㎜）

部位

□内部

□屋根

□外壁
□

□天井

□壁

□床

材質

□アルミ 製

□ステンレス製
□鋼製

□アルミ 製

□ステンレス製

□鋼製

クリアランス

（ ㎜）

□５ ０

□１ ０ ０
□１ ５ ０

耐火性能

（ 有無． 耐火時間）

□有

（ 　 　 　 時間）
□無

□外部

品質（ 参考商品名）大きさ（ mm）

※約４ ５

□

※約５ ０
□

※規格型

□

※規格型
□

種別

□集成材クリアラッ カー

仕上げ

□ビニル製ハンド レール

品質（ 参考商品名）

品質（ 参考商品名）

適用荷重
□Ｔ －２ 用

□Ｔ －６ 用

□Ｔ －１ ４ 用

□Ｔ －２ ０ 用

鍵の有無
□有

□無

品質（ 参考商品名）

部位

□通路
□建物周囲

材料

※図示による
※図示による

種別（ 「 標準仕様書」 表２ ２ . １ ０ . １ ）

※Ａ 種　 　 □Ｂ種
□Ａ 種　 　 ※Ｂ種

□
□

樹種

※図示

□

幹巻き用
材料

※幹巻用

  テープ

□わら及び

      こも

材種

□遠心力鉄筋コンク

  リート 管
□硬質塩ビビニル管

管の種類

※外圧管（ ※１ 種　 □　 種）

□
※Ｖ Ｐ 管

□ＵＶ 管

呼び径

□１ ０ ０

□１ ０ ０
□１ ０ ０

□１ ０ ０

※継手は接着剤

□継手はゴム輪

※Ｂ型(ゴム接合)

管形状(接合方法) (接着材)

材種
□道路用上ぶた式Ｕ字側溝

□道路用鉄筋コンクリート 側溝

ふたの種類
□１ 種　 □２ 種

□１ 種　 □２ 種

形状・ 寸法
□

□

品質・ 規格
JI S A 5372

JI S A 5345

種類
□水封形

□簡易気密形（ パッ キン式）

□中ぶた付密閉形

□密閉形（ テーパー・ パッキン式）

種類 形式 用途 適用荷重

□鋼製
グレーチング □

用

※受枠付

グレーチング

□
ステンレス製

※受枠付
□ □桝ふた用

□かさう げ
用

□Ｕ字構用

□溝ふた用

□溝ふた用
□桝ふた用
□かさう げ

□Ｕ字構用

□歩行用
□Ｔ －２ 用
□Ｔ －６ 用

□Ｔ －１ ４ 用

□Ｔ －２ ０ 用

□歩行用
□Ｔ －２ 用

□Ｔ －６ 用

□Ｔ －１ ４ 用

□Ｔ －２ ０ 用

□
□

□

□

□ □

□

□

□
□

普通用 細用

□ □
□□

□ □

□□

□ □

メインバーピッチ

ピッチ(㎜）

□ □

□ □

□ □
□ □

□ □

平面 凹凸形

の上面形状

メインバー

□ □
□□

□ □

□□

□ □

舗装の種類

※アスファルト 舗装

□カラー舗装

カラー舗装の着色骨材

－

□有色骨材（ 焼成）
□着色骨材（ 樹脂被覆）

－

※顔料を用いた加熱
アスファルト 混合物

車道部の基層

□無し　 □有り

□無し　 □有り

カラー舗装の種類

基層

※粗粒度アスファルト 混合物(20）

表層

※密粒度アスファルト 混合物(13）
□細粒度アスファルト 混合物(13）

□一般地域

区分

□寒冷地域

舗装の種類

□コンクリート 舗装

□転圧コンクリート 舗装

□車道部

部位

□歩道部
※車道部

舗装の厚さ（ ㎜）

※１ ５ ０ 　 　 □

※７ ０ 　 　 　 □
※１ ５ ０ 　 　 □

溶接金網の有無

※有

□無
※有　 　 □無

目地材

※砂

□モルタル

厚さ（ ㎜）

※６ ０

□

寸法（ ㎜）

※３ ０ ０ 角

□

※普通平板（ Ｎ）

□洗出平板〔 Ｗ）

□カラー平板（ Ｃ ）

□擬石平板（ Ｓ）

種類

種類
※普通ブロック

□透水性ブロック

□注意喚起用ブロック

□植生ブロック

厚さ（ ㎜）
□車道部： 　 ※８ ０ 　 　 □

□歩道部： 　 ※６ ０ 　 　 □

※８ ０ 　 　 □１ ０ ０

色彩及び表面加工等
※標準品

□

(誘導, 注意喚起用は黄色)

種類

※小舗石（ 花崗岩）

□

厚さ（ ㎜）

※８ ０ ～１ ０ ０

□

施工方法

※う ろこ張り

□

基層

※コンクリート 舗装

□アスファルト 舗装

樹木の樹高（ ｍ）

□１ ２ 以上
□７ ～１ ２

□３ ～７

□３ 以下

※芝、 地被類

有効土層の厚さ（ ㎝）

※１ ０ ０ 　 　 □１ ２ ０ 　 　 □１ ５ ０
※８ ０ 　 　 　 □１ ０ ０

※６ ０ 　 　 　 □８ ０

※５ ０ 　 　 　 □６ ０

※２ ０ 　 　 　 □

工法

※Ａ 種
□Ｂ種

□Ｃ種

□Ｄ種

※Ｂ種

□

※植裁部分　

□図示

※図示

整備範囲

□葉張りの範囲

ただし、

低木は植数範囲

寸法
（ ㎝）

※図示

□ □

※図示

株立数 数量

※図示

□

周長の測定

※幹周

□根元周

刈り込みもの
の適用

□適用する

□適用しない

芝の種類

※こう らい芝
□野芝の類

※目地張り　 　 □
※べた張り　 　 □

※筋芝張り　 　 □

芝張り の工法

□平地
□切土法面

□盛土法面

□適用する： □①厚さ： 　 （ 　 　 　 　 　 ） ㎜

□適用しない

□適用する： □①厚さ： 　 （ 　 　 　 　 　 ） ㎜
　 　 　 　 　 　 □②材料： 　 ※再生クラッシャラン　 　 　 □クラッシャラン　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □切込砂利又は切込砕石　 　 □砂
□適用しない

□①車道部： 　 ※１ ５ ０ ㎜　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
□②歩道部： 　 ※５ ０ ㎜　 　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

［ 22. 10. 2］ ［ 表22. 10. 1］  32.   止水板 □１ )材料： 　 ※規格品　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
□２ )形状： 　 □差込式　 　 　 □据置式　 　 　 □壁張り式
□３ )幅： 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 ㎜）

　  　 　  　 □亜鉛鉄板　 　 □つば付鋼管　 　 　 　 　 □紙チューブ

※材料： 35.  流し台

 33.  スリーブ

 34.  浴槽

 36.  沓拭マット ※１ )製品： ※規格品　 　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ） 　 　

□塩化ビニル製（ コイル状、 ステンレス製受枠） 　

□３ )水抜き： 　 ステンレス製目皿付φ５ ０ 硬質塩化ビニル製とする

※種類：

※材料：

 40.  誘導用及び

□２ )屋外： 　 ※レジンコンクリート 製
□レジンコンクリート 製

□磁器又はせっ器質タイル（  ３ ０ ０ 　 　 □　 　 　 　 　 　 ）

□品質（ 参考商品名） ： 　  （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
□２ )製品は消防法に定める防炎性能の認定表示のあるもの

 41.  かぎ箱 ※１ )製品： 　 ※規格型　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
□２ )形式： 　 □３ ０ 組用（ 　 個） 　 □６ ０ 組用（ 　 個） 　 □９ ０ 組用（ 　 個）

□（ 　 　 　 　 　 　 ）

※１ ） 製品： 　 ※規格品　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

   ・ ジョ イント 金物
 42.  エキスパン ※材料：

 43.  階段手摺
※材料：

※１ )製品： 　 □ビニル被覆エキスパンド フェンス
□樹脂塗装メ ッシュフェンス
□鋼管フェンス

□２ )高さ： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
□（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

［ 23. 1. 3］

［ 23. 2. 2］

［ 23. 3. 2］

［ 23. 4. 4］

［ 23. 4. 5］

［ 23. 4. 7］

□品質（ 参考商品名） ： 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ）

※種類：

※材種： 　 □鋼管　 　 　 　 □硬質塩化ビニル管

□品質（ 参考商品名） ： 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　    ）

□ビニル製（ ステンレス製受枠） 　 　 　  □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   ）

※２ )材種： ※ステンレス製（ 受枠共） 　 　 　  □アルミ 製（ 受枠共）

 37.  消火器
         ボックス

 38.  スライ
　 ディ ングウォール

 39.  アコー
   ディ オングド ア

   注意喚起用床材
□１ )室内： 　 ※塩化ビニル製　 □磁器又はせっ器質タイル（ ※３ ０ ０ 　 □　 　 　  ）

□品質（ 参考商品名） ： 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ）

□品質（ 参考商品名） ： 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ）

 44.  フェンス

※１)製品： 　 ※規格型　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

※２)材質・ 機能： 　 ※ステンレス製　 （ 上下式鎖内蔵型） 　

□（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
  （ ※スプリング付　 　 □スプリング無し）

 45.  車止め支柱

 46.  避難器具 ※１ )製品： 　 ※規格型　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

  （ 径　 １ １ ４ ． ３ ㎜　 ｔ ＝２ ． ５ ㎜　 ｈ ＝ＧＬ ＋　 ※７ ０ ０ ㎜　 □　 　  ㎜）

 　 　 　 　 　 　 □品質（ 参考商品名） ： 　 (  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   ）

□品質（ 参考商品名） ： 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ）
□２)取付け箇所・ 数量： 　  (　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 )

※１） 排水管の材料： 　 ［ 21. 2. 1］ ［ 表21. 2. 1］

※材料：

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  □砂基礎（ 地業厚さ２ ０ ㎝以上、 材料＝山砂の類）
□)車道部の排水管の敷設： 　 ※図示による

［ 21. 2. 2］

□品質（ 参考商品名） ： 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ）

□１)鋳鉄製マンホールカバー：

 １ .  排水管

 ２ .  排水溝

３ .  排水桝及びふた ［ 21. 2. 2］

□２)グレーチング： ［ 21. 2. 2］

□品質（ 参考商品名） ： 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　    ）

 ４ .  地業の材料

 ５ .  埋戻しに用
         いる材料

 ６ .  浸透管及び
           浸透桝

※「 標準仕様書」 ４ . ６ . ２による　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

※「 標準仕様書」 表３ . ２ . １ による： 　 □Ａ種　 　 ※Ｂ種　 　 □Ｃ種　 　 □Ｄ種
□（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   　 ）

※１)材料： 　 ※規格型　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
□品質（ 参考商品名） ： 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

［ 21. 2. 3］

［ 21. 2. 3］

［ 22. 2. 2］ １ .  路床 □１)遮断層用材料： 　 　 　 　

□２） 凍上抑制層用材料： 　 　 　 　

□３)透水性舗装に用いるフィ ルター層の厚さ：

□４)路床安定処理： 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □高炉セメント Ｂ種
　 　 　 　 　 　           □フライアッシュセメント Ｂ種
　 　 　 　 　 　 □②材料： □普通ポルト ランド セメント

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □生石灰（ 　 　 　 　 　 　 　 　 ） □消石灰（ 　 　 　 　  ）
□適用しない□品質（ 参考商品名） ： 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ）

［ 22. 2. 2］

［ 22. 2. 2］

　 　 　 　 　 　 □②材料： 　 ※川砂、 海砂又は良質な山砂　 　 □（ 　 　 　 　 　  ）

  　 　 　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
□適用する： □①方法： ※添加材料による安定処理 厚さ300㎜､目標ＣＢＲ ５

以上

［ 22. 2. 2］

□５ )路床土の支持力比試験： 　 □適用する　 　 　 ※適用しない)
□６ )路床締固め度の試験： 　 　 □適用する　 　 　 ※適用しない
□７ )砂の粒度試験： 　 　 　 　 　 □適用する　 　 　 ※適用しない

［ 22. 2. 5］
［ 22. 2. 5］
［ 22. 2. 5］

［ 22. 3. 2］ ［ 表22. 3. 1］
□①車道部： 　 ※図示による　 　 □（ 　 　 　 ） ㎜
□②歩道部： 　 ※図示による　   □「 標準仕様書」 表22. 3. 1による  　 □（ 　 　 　 ） ㎜

□２ )路盤材料：
□①種別： 　 ※再生クラッシャランＲＣ０

□②品質： 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
□３ )路盤の締固め度試験： 　 □適用する　 　 　 ※適用しない

  　 　 　 　 　 □クラッシャランＣ－４ ０ 又はクラッシャラン鉄鋼スラグＣＳー４ ０

□１ )路盤の厚さ： ２ .  路盤

３ .  アスファルト
             舗装

□１ ） アスファルト 舗装の構成及び厚さ： 　 ※「 標準仕様書」 表２ ２ . ４ . １ による　 　

［ 22. 3. 3］ ［ 表22. 3. 3］

［ 22. 3. 5］

［ 22. 4. 2］

※２ )アスファルト の材料： 　 ※再生アスファルト 　 　 □スト レート アスファルト
※３ )舗装の平坦性： 　 ※水たまりを生じない程度　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
□４ )加熱アスファルト 混合物の種類：

［ 22. 4. 3］

［ 22. 4. 2］

［ 22. 4. 4］ ［ 表22. 4. 6］

□５ )シールコート ： ※適用しない　 □適用する： （ 施工範囲： 　 　 　 　 　 　 　 ）
□６ アスファルト 混合物等の抽出試験： 　 □適用する　 　 □適用しない

［ 22. 4. 5］
［ 22. 4. 6］

［ 22. 5. 2］
 ４ .  コンクリート
             舗装

※１ )コンクリート 舗装等の厚さ：
□「 標準仕様書」 表２ ２ . ５ . １ による

□図示による
□２ )寒冷地の縁部立下がり寸法： 　 ※図示による　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
□３ )設計基準強度、 スランプ及び粗骨材の最大寸法：

※「 標準仕様書」 表２ ２ . ５ . ２ による
□（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

□４ )転圧コンクリート 舗装の場合：
□①設計基準強度： 　 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 ） Ｎ／㎜２

□②スランプ： 　 　 　 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 ） ㎝
□③粗骨材の最大寸法： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 ） ㎜

□５ )早強セメント ： 　 □用いる　 　 　 　 　 　 ※用いない
□６ )注入目地材料： 　 ※低弾性タイプ　 　 　 □高弾性タイプ　
□７ )転圧コンクリート 舗装の工法： 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
□８ )コンクリート 版の厚さの試験： 　 □適用する　 　 　 ※適用しない

 ６ .  排水性

 ５ .  透水性
　 　 アスファルト
　 　 　 　 　 　 舗装

※１ )透水性アスファルト 舗装の厚さ： 　 □車道部： ※５ ０ ㎜　 □（ 　 　 　 ） ㎜
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 □歩道部： ※３ ０ ㎜　 □（ 　 　 　 ） ㎜
※２ )舗装の平坦性： 　 ※著しい不陸がないもの　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
※３ )アスファルト ： 　 □車道部： ※改良アスファルト Ⅰ型　 □（ 　 　 　 　 　 　 ）
　   　 　 　 　 　 　  　 　 □歩道部： ※スト レート アスファルト 　 □（ 　 　 　 　 　 ）
□４ )アスファルト の混合物の抽出試験： 　 □適用する　 　 　 ※適用しない

※１ )排水性アスファルト 舗装の構成及び厚さ：
※「 標準仕様書」 表２ ２ . ７ . １ による　 　 　 □図示による
※２ )アスファルト ： ※改良アスファルト Ⅱ型　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
□３ )タックコート 用のゴム入りアスファルト 乳剤：
※「 標準仕様書」 表２ ２ . ７ . ３ による： 　 （ □ＰＫＲ－Ｔ １ 　 　 　 □ＰＫＦ －Ｔ ２ ）

□（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
□４ )アスファルト 混合物の抽出試験： 　 □適用する　 　 　 ※適用しない

　 　 アスファルト
　 　 　 　 　 　 舗装

□２)形状・ 寸法： 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   ）  ７ .  ブロック
           系舗装

□１ ） コンクリート 平板舗装：

［ 22. 5. 2］
［ 22. 5. 3］

［ 22. 5. 3］

［ 22. 5. 3］

［ 22. 5. 4］
［ 22. 5. 6］

［ 22. 6. 2］

［ 22. 6. 3］
［ 22. 6. 3］

［ 22. 6. 6］

［ 22. 7. 2］

［ 22. 7. 3］
［ 22. 7. 3］

［ 22. 7. 6］

［ 22. 8. 4］

□品質（ 参考商品名） ： 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   ）

□品質（ 参考商品名） ： 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

※３ )仕上がりの平坦さ： ※歩行に支障となる段差がないもの　 □（ 　 　 　 　 　 　 ）

□４ )舗石舗装：
［ 22. 8. 5］
［ 22. 8. 4］

□１ )コンクリート 舗石の形状、 寸法： ※図示による　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
□２ )側溝の形状、 寸法： 　 　 　 　 　 　 ※図示による　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
□３ )地業の材料： 　 　 　 ※「 標準仕様書」 ４ . ６ . ２ による　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

［ 22. 9. 2］

□品質（ 参考商品名） ： 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　    ）

 ８ .  街きょ、 縁石
 　 　 　 　 及び側溝

 ９ .  砂利敷き

 １ ０ .  区画線
(路面表示用塗料)

※使用材料及び種別：

□（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

□２ )塗布幅（ ㎜） ： 　 ※図示による　 　 　 □幅１ ５ ０ 　 塗布厚さ１ . ０ 　 　

□１ )品質： 　 ※Ｊ Ｉ Ｓ  Ｋ ５ ６ ６ ５ による： （ ※３ 種１ 号　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　   ）

□３ )路面表示位置、 間隔等： 　 ※図示による　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

□１ )土壌の酸度試験： 　 　 □適用する　 　 　 □適用しない
□２ )土壌の塩分量試験： 　 □適用する　 　 　 □適用しない

 ２ .  植裁基盤

 １ .  一般事項

※１ )植裁基盤整備工法： 　 ※適用する　 　 　 □適用しない
［ 23. 2. 2］ ［ 表23. 2. 1］

□工法Ｄ以外の工法で、 現状地盤高と計画地盤高が同一でない場合は、 計画地盤高

  計画地盤面まで植込み用土で盛土する
  からを有効土層とする。 ただし、 計画地盤高が現状地盤高より高い場合は、

□２ )雨水の排水構造物の設置：

□３ )植込み用土： ※現場発生土の良土　 　 □客土： （ ※畑土　 　 □黒土）
□４ )土壌改良材の適用：

□適用しない
□適用する： 　 材料： （ □バーク肥料　 □発酵下水汚泥コンポスト 　 □（ 　 　  ）

□暗きょ　 　 □開きょ　 　 □排水層　 　 □縦穴排水　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　    ）

［ 23. 2. 3］

［ 23. 2. 3］

※１ ） 樹木の種類： ２ .  植樹

□２ )支柱： 　 □添え柱形　 　 　 □鳥居形　 　 　 □八つ掛け形　 　 　 □布掛け形　 　 　
 　 　 　 　 　 　 □ワイヤー掛け形　 　 　 □地下埋設形
□３ )支柱材： ※丸太　 　 　 □竹

※１ )芝の種類：

［ 23. 3. 2］
［ 23. 3. 2］

□４ )新植樹木の枯保証期間： 　 ※引渡の日から１ 年間　 　 □（ 　 　 　 )　
□５ )移植樹木の枯損処置： 　 　 ※引渡の日から１ 年間　 　 □（ 　 　 　 ）

［ 23. 3. 4］
［ 23. 3. 6］

［ 23. 4. 2］ ３ .  芝張り、
       吹付けは種
       及び地被類

□２ )吹付け は種用種子等：

□②量： 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
□３ )地被類：

□４ )芝張り、 吹付けは種及び地被類の枯保障：

□①種類： 　 ※洋芝類又はクローバー　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

□①樹種： 　 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
□②芽立数： 　 （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）
□③コンテナ径及び単位面積当たりのコンテナ数： （ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

　 ※引渡の日から１ 年間　 　 　 □（ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ）

２１　排 水 工 事

２２　舗 装 工 事

２３ 植 栽 工 事

［ 22. 8. 4］□２ )インターロッキングブロック舗装：

SCALE図面名

工事名称

COMMENT 図面番号

承 認 検 図 製 図

(A3)

(A1)

令和６年度稲敷市立あずま東小学校玄関屋根上雨漏り修繕工事 A 06

S=NS

S=NS

特記仕様書 -6



1. Ａ ＣＬ 板
2. 押出成型セメ ント 板
3. セメント
　 　 　 中空押出成形板

□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　

□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　

□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □1. アスファルト 防水
2. シート 防水
3. 塗膜防水
4. 浸透性防水
5. ステンレス製防水
6. シングル防水

□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □7. 止水板

8. ガスケット
9. シーリング

□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □10. 定形シーリング

11. 耐火目地
12. 成型伸縮目地

□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □

1. 石材加工業者 □全国建築石材工業会　 加盟業者　 　 　 □

1. タイル
2. 圧着用セメント
3. 目地用特殊セメント

□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □

1. 長尺金属鉄板葺 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □

2. 折板葺
3. スレート 波板葺

1. 軽量天井
　 　 　 　 間仕切下地材 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
2. 金属笠木 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
3. ｴｸｽﾊ゚ ﾝｼｮﾝ･ｼ゙ ｭｲﾝﾄｶﾊ゙ ｰ □　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
4. 手摺ユニット □　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
5. 階段滑り止め金物 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
6. ﾏﾝﾎー ﾙ蓋・ ｸﾞ ﾚー ﾁﾝｸﾞ
　 　 　 　 　 　 　 ﾙー ﾌﾄﾞ ﾚｲﾝ □　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
7. 金属成形版
8. 金属長尺壁材
9. ステンレスタラップ
10. システム階段

□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □

1. セメント □　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
2. 床強化材・ 床硬化剤 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
3. 結露防止剤 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
4. 防水モルタル塗
　 　 　 　 　 　 の防水剤 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □

1. アルミ ニウム製建具 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
2. 鋼製建具 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
3. 鋼製軽量建具 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
4. ステンレス製建具 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
5. 自動扉 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
6. シャッター □　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
7. オーバーヘッド ド ア □　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
8. 建具金物

1） 丁番
2） ロック
3） ドアクローザー

□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □

4） ヒンジ
5） 押板・ 取手
6） 吊戸用金物
7） 入室管理システム
8） 電気錠

9. ガラス
10. ガラスブロック
11. Ｆ ＲＰ波板

□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □

1. ﾒﾀﾙｶー ﾃﾝｳｫー ﾙ
2. Ｐ Ｃｶー ﾃﾝｳｫ ﾙー
3. アルミ キャスト

□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □

□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □

□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 1. 塗料製造所
2. 防カビ塗料
3. 特殊防錆塗料
4. 塗装業者
5. リシン
6. 吹付タイル
7. 吹付ロックウール

【 ブロッ ク・ Ａ Ｌ Ｃパネル・ 押出成形セメ ント 板工事】

【 防水工事】

【 石工事】

【 タイル工事】

【 屋根及びとい工事】

【 金属工事】

【 左官工事】

【 建具工事】

【 カーテンウォール工事】

【 塗装工事】

２４　製造業者 (又は施工業者) 「株式会社｣等の記載は省略する

□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □

□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □

□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □

□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □

□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □

□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □

□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □

□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □
□　 　 　 　 　 　 　 　 　 □　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 □

1. ビニル床シート
　 　 　 　 　 　 ／タイル
2. 合成樹脂塗床材
3. 石こう ボード
4. スレート ボード 類
5. ケイ酸　 ｶﾘｼｳﾑ板類
6. 吸音板
7. フローリング
8． 壁紙
9. ｶー ﾍ゚ ｯﾄ･ﾀｲﾙｶー ﾍ゚ ｯﾄ
10. 押出発泡 ﾎ゚ ﾘｽﾁﾚﾝ
11. グラスウール
12. ロックウール
13. 現場発泡ウレタン
14. 科学畳
15. 浴室天井材

1. システム天井
2. ﾌﾘー ｱｸｾｽﾌﾛｱー
3. ＯＡフロア
4. パーティ ショ ン
5. 可動間仕切壁
6. ト イレブース
7. 階段滑り止め
8. 黒板・ ﾎﾜｲﾄﾎ゙ ﾄーﾞ
9. 掲示板
10. ブラインド
11. ロールスクリーン
12. カーテン
13. 点検口
14. サイン
15. ﾏﾝﾎー ﾙ
16. ピット
17. タラップ
18. ショ ックスト ッパー
19. ベビーシート 類
20. 旗竿
21. 浴槽
22. 流し台･吊戸棚
　 　 水切棚･コンロ台
23. 沓拭きマット
24. 消火器ボックス
25. スライディ ングｳｫ ﾙー
26. ｱｺー ﾃ゙ ｨｵﾝﾄﾞ ｱー
27. ｴｷｽﾊ゚ ﾝｼｮﾝｼ゙ ｮｲﾝﾄ
28. カギ箱
29. 階段手摺
30. フエンス
31. 避難器具
32. ルーフフアン
33. ト ップライト
34. 懸垂幕装置

1. 材料
2. 防熱扉

1. 金庫扉及び組立金庫
2. ゴンド ラ
3. ホイスト クレーン
4. 機械駐車装置
5. 昇降機（ 乗用）
6. 昇降機（ 荷物用）
7. 自転車置場

【 内装工事】

【 ユニット 及びその他の工事】

【 防熱工事】

【 特殊機械設備等】

SCALE図面名

工事名称

COMMENT 図面番号

承 認 検 図 製 図

(A3)

(A1)

令和６年度稲敷市立あずま東小学校玄関屋根上雨漏り修繕工事 07A

S=NS

S=NS

特記仕様書 -7



A 08

キュービクル

 配置図 S=1/300 

既存建物

国道125号線

市道

市道

（A1）　S＝1/300

工事車両駐車場

A型バリケード

A型バリケード

市役所東庁舎
ＪＡ

町のお花やさん

学校給食センター

市立みのり幼稚園

結佐アパート

大衆川魚料理
池成屋

全日食ﾁｪｰﾝ
東石納店

石納公民館

石納

野間谷原

佐原下手

上之島

上之島

あずま東小学校

国
道
１
２
５
号
線

至る竜ヶ崎市

至
る
潮
来
市

案内図

至る潮来市

設　計 担　当承　認 縮　　尺

設計年月日

工 事  名  称

図 面  名  称 No.案内図・配置図

令和６年度稲敷市立あずま東小学校玄関屋根上雨漏り修繕工事



(A1)　S=1/100
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防塵ネット

W H

外部足場＋防塵ネット

外部足場(1F) W=900

面積 (㎡）
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C755VCU

UFH500
C755VCU

SK22
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 既存１階平面図 S=1/100 

吹 抜

 既存２階平面図 S=1/100 

A 09

ギ
ャ

ラ
リ

ー

ギ
ャ

ラ
リ

ー

ステージ

吹抜

踊場

体育室

ステージ

放送室

器具庫
玄関多機能トイレ

洗面所

女子トイレ

男子トイレ

スロープ スロープ

スロープ

設　計 担　当承　認 縮　　尺

設計年月日

工 事  名  称

図 面  名  称 No.改修平面図

令和６年度稲敷市立あずま東小学校玄関屋根上雨漏り修繕工事



設　計 担　当承　認 縮　　尺

設計年月日

工 事  名  称

図 面  名  称 No.改修立面図

令和６年度稲敷市立あずま東小学校玄関屋根上雨漏り修繕工事

A 10

 南側立面図 S=1/100  東側立面図 S=1/100 

 北側立面図 S=1/100  西側立面図 S=1/100 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ Ａ Ｂ

１２３４５６７８ ＡＢ

軒天外壁取合い目地　シーリング増し打ち

外壁部改修範囲

ハッチ部は改修範囲を示す

外壁ALC縦目地　シール打ち増し

サッシ廻り目地　シール打ち増し

サッシ水切り目地　シール撤去打ち換え
外壁玄関屋根取合い目地　シール撤去打ち替え

変成シリコーン　20*10

変成シリコーン　20*10

変成シリコーン　20*10

変成シリコーン　20*10

変成シリコーン　40*20
変成シリコーン　15*10

外壁ALC横目地　シール打ち替えち増し

高圧洗浄+防水形複層塗材E　C-1共

(A1)　 S=1/100


